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地方自治法第243条の３第１項と霧島市「財政事情」の作成及び

公表に関する条例第２条の規定に基づき、本市の平成27年度の決算

状況と平成28年度上半期の財政状況を公表します。

また、地方公共団体の財政の健全化に関する法律（健全化法）の規

定により、平成27年度決算に基づく、地方公共団体の財政健全化を

判断するための指標と公営企業ごとの経営状況を明らかにする指標

を併せてお知らせします。

【用語説明】

【用語説明】

平成27年度決算額 構成比
地 方 交 付 税 164億2,697万円 26.3％ 
市 税 153億4,370万円 24.6％ 
国 庫 支 出 金 88億2,720万円 14.1％ 
市 債 62億8,650万円 10.1％ 
県 支 出 金 37億9,076万円 6.1％ 
地 方 消 費 税 交 付 金 24億1,048万円 3.9％ 
繰 入 金 23億6,882万円 3.8％ 
繰 越 金 22億4,845万円 3.6％ 
使 用 料 及 び 手 数 料 15億5,034万円 2.5％ 
財 産 収 入 9億4,054万円 1.5％ 
地 方 譲 与 税 7億 103万円 1.1％ 
諸 収 入 5億1,174万円 0.8％ 
そ の 他 9億6,686万円 1.6％ 

計 623億7,339万円 100.0％

地方交付税	 	地方公共団体が等しく行政サービスを提
供することができるよう、一定の基準によ
り国が配分する税金。

市　税	 	市民税や固定資産税など市に納められた
税金。

国庫支出金	 	市が行う特定の事業に対して、国から交付
された給付金。

市　債	 	市が行う公共事業などの財源として、財政
負担の平準化および世代間の負担の公平
などを図るため、国などから借りた金銭。

県支出金	 	市が行う特定の事業に対して、県から交付
された給付金。

地方消費税交付金	 	地方消費税の一部を、人口などにより按
あん

分
ぶん

されて国から交付された税金。
繰入金	 	基金（市の貯金）や特別会計などから繰り

入れられた金銭。
繰越金	 	前年度から繰り越された金銭。
使用料及び手数料	 	公営住宅の家賃や住民票などの証明書の

発行のために納められた金銭。
財産収入	 	公有財産のうち行政財産を除いた財産の

貸し付けや運用などによる収入。
地方譲与税	 	国税として徴収され、一定の基準により国

から地方公共団体へ与えられた税金。
諸収入	 市の預金利子や各種貸付金の元利収入。
その他	 	寄附金として納められた金銭など。

民生費	 	高齢者や障がい者、児童の福祉推進など
に使われた費用。

総務費	 	総務人事管理、財産管理、企画調整、地域
振興、税務事務などに使われた費用。

公債費	 	これまでの公共事業などの財源として借り
入れたお金の返済に使われた費用。

教育費	 	公立学校の管理運営や施設整備、生涯学
習の推進などに使われた費用。

土木費	 	道路や公園、公営住宅などの整備に使わ
れた費用。

衛生費	 	ごみ、し尿の処理や健康増進事業などに
使われた費用。

消防費	 	消防署や消防団の運営など、消防活動や
救急活動に使われた費用。

農林水産業費	 	農業、林業、畜産業、水産業などの振興に
使われた費用。

商工費	 	商業や観光の振興および企業誘致などに
使われた費用。

その他	 	議会費、労働費、災害復旧費および公営企
業会計への諸支出金に使われた費用。

平成27年度決算額 構成比
民 生 費 202億6,136万円 34.0％ 
総 務 費 97億9,878万円 16.5％
公 債 費 80億9,279万円 13.6％ 
教 育 費 57億1,738万円 9.6％ 
土 木 費 54億6,438万円 9.2％ 
衛 生 費 31億6,766万円 5.3％ 
消 防 費 21億7,645万円 3.6％ 
農 林 水 産 業 費 20億1,488万円 3.4％ 
商 工 費 18億5,635万円 3.1％ 
そ の 他 9億9,386万円 1.7％ 

計 595億4,389万円 100.0％

◎平成27年度  一般会計の決算状況

霧島市の平成27年度の決算がまとまりました。税金や国・県からの支出金などを　どのくらい収入し、どのように使われたのか、
平成28年度上半期（平成28年4月1日～9月30日）の財政状況と併せてお知ら　せします。

霧島市の財政事情 をお知らせします
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特　別　会　計　名 歳　　入 歳　　出 差　　引
国 民 健 康 保 険 特 別 会 計 173億6,408万円 180億1,766万円 ▲6億5,358万円
後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計 12億5,917万円 12億5,269万円 648万円
介 護 保 険 特 別 会 計 103億2,772万円 100億9,080万円 2億3,692万円
交通災害共済事業特別会計 2,631万円 1,418万円 1,213万円
下 水 道 事 業 特 別 会 計 14億6,282万円 14億1,855万円 4,427万円
温 泉 供 給 特 別 会 計 7,170万円 6,400万円 770万円

計 305億1,180万円 308億5,788万円 3億4,608万円

企　業　会　計　名 収益的収入および支出 資本的収入および支出
収　入 支　出 収　入 支　出

水 道 事 業 23億9,560万円 18億2,740万円 300万円 13億4,288万円
工 業 用 水 道 事 業 1,783万円 1,448万円 2,268万円 2,387万円
病 院 事 業 46億8,737万円 44億8,228万円 0円 4億5,165万円

計 71億 80万円 63億2,416万円 2,568万円 18億1,840万円

区　　分 平成27年度末現在高
土　　地

（うち市有林）
3,650㌶

（2,000㌶）
建　　物 900,444㎡

基　金

計 228億8,568万円

内　
訳

財 政 調 整 基 金 93億6,434万円
減 債 基 金 12億8,157万円
特定建設事業基金 28億1,864万円
そ の 他 の 基 金 94億2,113万円

有　価　証　券 2億3,152万円

◎特別会計決算

◎企業会計決算

◎一般会計および特別会計の財産状況◎一般会計および特別会計の市債借入状況

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金、利益剰余金などで補てんしています。

※国民健康保険特別会計の歳入が歳出に対して不足する額は、繰上充用（翌年度の歳入を繰り上げること）により措置しています。

繰出金 9.4％
投資・出資・貸付金 0.2%
積立金 5.2％
補助費等 4.4％
維持補修費 0.8％
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6.1％

国庫支出金
14.1％

市　債
10.1％

人件費
15.1％

扶助費
23.2％

公債費
13.6％
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地方譲与税 1.1％
財産収入 1.5％
使用料及び手数料 2.6％
繰越金 3.6％
繰入金 3.8％
地方消費税交付金 3.9％

分担金及び負担金 0.8％
その他 1.5％◎歳入

◎歳出（性質別）

平成27年度決算額 平成26年度決算額 対前年度増減額
地 方 交 付 税 164億2,697万円 164億9,309万円 ▲6,612万円
市 税 153億4,370万円 154億7,625万円 ▲1億3,255万円
国 庫 支 出 金 88億2,591万円 83億1,346万円 5億1,245万円
市 債 62億8,650万円 53億7,890万円 9億 760万円
県 支 出 金 37億9,310万円 57億8,504万円 ▲19億9,194万円
地方消費税交付金 24億1,048万円 13億7,125万円 10億3,923万円
繰 入 金 23億7,780万円 14億 660万円 9億7,120万円
繰 越 金 22億4,845万円 29億1,820万円 ▲6億6,975万円
使用料及び手数料 16億1,780万円 16億4,663万円 ▲2,883万円
財 産 収 入 9億4,054万円 16億1,041万円 ▲6億6,987万円
地 方 譲 与 税 7億 103万円 6億5,267万円 4,836万円
分担金及び負担金 5億 888万円 6億2,529万円 ▲1億1,641万円
そ の 他 8億9,264万円 8億 358万円 8,906万円

計 623億7,380万円 624億8,137万円 ▲1億 757万円

平成27年度決算額 平成26年度決算額 対前年度増減額
義 務 的 経 費 309億1,104万円 311億2,234万円 ▲2億1,130万円

人 件 費 90億1,437万円 94億3,504万円 ▲4億2,067万円
扶 助 費 138億 388万円 129億4,590万円 8億5,798万円
公 債 費 80億9,279万円 87億4,140万円 ▲6億4,861万円
投 資 的 経 費 105億6,120万円 120億 562万円 ▲14億4,442万円

普通建設事業費 102億4,750万円 117億9,148万円 ▲15億4,398万円
災害復旧事業費 3億1,370万円 2億1,414万円 9,956万円
そ の 他 の 経 費 180億7,206万円 171億 496万円 9億6,710万円

物 件 費 61億8,527万円 60億3,673万円 1億4,854万円
維 持 補 修 費 4億6,699万円 4億 116万円 6,583万円
補 助 費 等 26億 87万円 21億7,963万円 4億2,124万円
積 立 金 30億7,885万円 32億5,379万円 ▲1億7,494万円
投資・出資・貸付金 1億2,006万円 1億3,075万円 ▲1,069万円
繰 出 金 56億2,002万円 51億 290万円 5億1,712万円

計 595億4,430万円 602億3,292万円 ▲6億8,862万円

623億
7,380万円

市税 国　庫
支出金

市　債 県支出金 その他 人件費 公債費 普通建設
事業費

物件費 補助費等 その他

（企業会計を除く）

人件費	 	職員の給料、手当、社会保険料、議員や各種委員の
報酬などに使われた費用。

扶助費	 	生活保護費や児童手当、障がい者などへの支援に
使われた費用。

普通建設事業費	 	道路や橋りょう、学校、庁舎などの建設事業に使わ
れた費用。

災害復旧事業費	 	災害によって被害を受けた道路や公共施設などを
復旧するために使われた費用。

物件費	 	備品購入費や委託料、臨時職員の賃金、消耗品の購
入などに使われた費用。

維持補修費	 	道路や公共施設などの軽微な補修に使われた費用。
補助費等	 	各種団体への補助金や協議会などの負担金に使わ

れた費用。
積立金	 	基金（市の貯金）へ積み立てた費用。
投資・出資・貸付金	 	奨学金の貸付などに使われた費用。
繰出金	 	特別会計へ繰り出した費用。

◎主な歳入の前年度比較 ◎主な歳出の前年度比較

この普通会計の決算は、国が毎年実施する平成27年度地方財政状況調査（決算統計）により作成したものです。
霧島市の普通会計は、一般会計に、後期高齢者医療制度の一部を追加したものです。

歳
入

歳
出 （企業会計を除く）

❶	財政力指数
地方公共団体の財政力を判断する指数で、地方交付税法の規定により

算定された基準財政収入額を基準財政需要額で除して得た数値の３年間
の平均値です。一般的に「１」に近いほど、さらに「１」を超えるほど財政
力が強いとされています。

❷	経常収支比率
財政構造の弾力性を判断する最も一般的な指数で、歳出の経常的経費

に充当された一般財源などの歳入の経常一般財源などに占める割合です。
比率が低いほど財政構造に弾力性があるとされています。

❸	実質赤字比率
一般会計などを対象とした実質赤字の標準額の標準財政規模に対する

比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❹	連結実質赤字比率
全会計を対象とした実質赤字額又は資金の不足額の標準財政規模に対

する比率です。黒字の場合、「－％」で示されます。

❺	実質公債費比率
地方公共団体の収入に対する借金返済額の比率を示すものです。普通

会計の公債費に下水道事業特別会計や水道事業会計などへの繰出金（公債
費相当額）を加算し、財政負担の度合いを判断するもので、18％を超える
と地方債発行について国や県の許可が必要とされ、25％を超えると一部
の地方債の発行について制限されます。

❻	将来負担比率
地方公共団体の一般会計などの借入金（地方債）や将来支払っていく可

能性のある負担などの現時点での残高を指標化し、将来財政を圧迫する
可能性の度合いを示す比率です。350％を超えると健全化計画を策定し、
財政の健全化を図らなければなりません。

❼	資金不足比率
公営企業会計ごとの資金不足額の事業規模に対する比率です。資金不

足額がない場合、「－％」で示されます。（霧島市の公営企業会計：水道事業、
工業用水道事業、病院事業、下水道事業、温泉供給）

指　　数　　な　ど 平成27年度 平成26年度
❶ 財政力指数 0.54 0.54

❷ 経常収支比率 84.9％ 87.2％
健
全
化
判
断
比
率

❸ 実質赤字比率 －％ －％

❹ 連結実質赤字比率 －％ －％

❺ 実質公債費比率（３か年平均） 9.5％ 9.6％

❻ 将来負担比率 0.7％ 11.1％
❼ 資金不足比率 －％ －％

◎主な指数など（決算統計・健全化法）

【用語説明】

【
用
語
説
明
】

借　　入　　先 平成27年度末
借 入 金 残 高

財 政 融 資 341億4,675万円
旧 郵 政 公 社 資 金 47億2,906万円
地方公共団体金融機構資金 130億8,662万円
市 中 銀 行 94億5,666万円
そ の 他 87億7,881万円

計 701億9,790万円

595億
4,430万円

27年度
26年度

27年度
26年度

普通会計の決算状況
霧島市の財政事情
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（億円）

民生費 総務費 公債費
歳出決算額 153,404円 72,704円 63,740円

歳出決算に占める割合 32.7% 15.5% 13.6%
対前年度との増減額 4,044円 ▲665円 ▲4,728円

主
な
事
業

高齢者、障がい者、児童の福祉
推進などに。

総務管理、財産管理、企画調整、
地域振興、税務事務などに。

これまでの施設整備などで借り
たお金の返済に。

◆児童クラブ運営補助
◆生活保護費の支給
◆児童手当の支給
◆公立・私立の保育所運営・支援
◆養護老人ホームの運営
◆高齢者への生活支援事業
◆障がい者への生活支援事業
◆臨時福祉給付金事業など

◆土地、建物などの財産管理
◆税の賦課・徴収
◆ふれあいバスなどの運行
◆自治会、地域の活性化事業
◆電算システムの稼動
◆行政改革への取り組み
◆交通防犯対策の取り組み
◆関平鉱泉販売所の管理運営

教育費 土木費 衛生費
歳出決算額 49,237円 45,646円 30,414円

歳出決算に占める割合 10.5% 9.7% 6.5%
対前年度との増減額 8,909円 ▲1,362円 ▲3,527円

主
な
事
業

学校の管理運営や施設整備およ
び生涯学習の推進などに。

道路、公園、公営住宅の整備な
どに。

ごみ、し尿の処理や健康増進事
業などに。

◆小中学校ほか施設整備
◆運動公園などの施設維持管理
◆埋蔵文化財発掘調査
◆図書館・図書室の運営管理
◆公民館講座などの開催
◆国分中央高校の運営

◆市道の維持管理および新設改良
◆河川および港湾の管理費
◆公営住宅の維持管理
◆土地区画整理事業
◆公園整備
　および管理事業

◆合併処理浄化槽の設置補助
◆ごみの収集、運搬
◆�ごみ処理場、し尿処理場、火葬場の
建設および管理運営

◆インフルエンザなどの予防接種
◆母子保健事業
◆基本健診および各種がん検診
◆子ども医療費の助成

消防費 農林水産業費 その他の経費
歳出決算額 17,633円 15,916円 20,284円

歳出決算に占める割合 3.8% 3.4% 4.3%
対前年度との増減額 973円 ▲16,994円 10,546円

主
な
事
業

消防活動や救急業務などに。 農業、林業、畜産業、水産業の
振興などに。

商業、観光、企業誘致、議会運営、
災害現場の復旧作業などに。

◆常備消防（消防署）の運営
◆非常備消防（消防団）の運営
◆消防車両整備
◆水防防災・災害対策事業
◆防災行政無線整備事業
◆総合防災マップ発行事業

◆�園芸ブランド作物の推進および各種
生産組合などの育成・強化

◆農業施設などの整備
◆森林整備事業（除間伐事業など）
◆林道・農道などの整備事業
◆生産基盤整備などの県営事業負担金

◆消費生活相談事業
◆中小企業対策事業
◆企業誘致推進
◆観光振興
◆商工業振興
◆議会の開催、議員の報酬
◆市道、農道などの災害復旧事業

※金額は、普通会計（決算統計）の歳出決算額を、平成28年1月1日現在の人口126,966人で除したものです。

市民一人当たりに使ったお金は468,978円で、主にこのような事業に使われました。

予算現額 支出済額 予算構成比 執行率
民 生 費 221億  691万円 86億1,552万円 36.8% 39.0%
総 務 費 100億2,940万円 31億1,656万円 16.7% 31.1%
公 債 費 77億4,815万円 38億9,052万円 12.9% 50.2%
土 木 費 53億6,671万円 8億2,821万円 8.9% 15.4%
教 育 費 52億6,093万円 18億 940万円 8.8% 34.4%
衛 生 費 33億6,011万円 10億3,919万円 5.6% 30.9%
農林水産業費 22億1,200万円 7億5,832万円 3.7% 34.3%
そ の 他 39億6,680万円 12億2,813万円 6.6% 31.0%
歳出合計 600億5,101万円 212億8,585万円 100.0% 35.4%

◎一般会計（歳入） ◎一般会計（歳出）

会　　計　　名 予��算��現��額 歳　入 歳　出
収入済額 収入率 支出済額 執行率

国 民 健 康 保 険 191億 21万円 66億6,684万円 34.9% 84億5,298万円 44.3%
後期高齢者医療 13億1,656万円 3億8,650万円 29.4% 3億8,550万円 29.3%
介 護 保 険 105億5,831万円 46億8,175万円 44.3% 42億2,109万円 40.0%
交通災害共済事業 2,030万円 1,567万円 77.2%   524万円 25.8%
下 水 道 事 業 18億4,962万円 2億2,048万円 11.9% 5億1,124万円 27.6%
温 泉 供 給 6,696万円 4,623万円 69.0% 2,644万円 39.5%

区　分 現在高 一人当たり現在高
市　　債 662億6,559万円 523,623円

（うち一般会計） 586億5,452万円 463,482円
（うち特別会計） 76億1,107万円 60,141円

会　　計　　名 収　　益　　的 資　　本　　的
収　入 収入率 支　出 執行率 収　入 収入率 支　出 執行率

水 道 事 業 予算額 23億7,434万円 45.3% 19億8,690万円 17.0%   300万円 － 15億1,472万円 10.8%収入済額または執行済額 10億7,656万円 3億3,744万円    0万円 1億6,414万円

工業用水道事業 予算額 2,097万円 12.7% 2,097万円 7.7% 3,835万円 － 3,952万円 －　収入済額または執行済額   266万円   162万円    0万円    0万円

病 院 事 業 予算額 50億 874万円 46.3% 50億 585万円 39.6%    0万円 － 8億3,765万円 8.6%収入済額または執行済額 23億1,952万円 19億8,109万円    0万円 7,198万円

◎一般会計および特別会計の財産状況

◎企業会計

◎一般会計および特別会計の市債借入状況※収入済額が支出済額に対して不足する額は、他会計からの繰替運用により措置しています。

※資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額は、損益勘定留保資金・利益剰余金などで補てんしています。

（企業会計を除く）

0
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（億円）
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50

100

（億円）

市税 地方
交付税

国庫
支出金

市債 繰入金 地方消費
税交付金

県
支出金

その他 民生費 公債費 土木費 教育費 衛生費 農林水産
業費

その他総務費

140

150

200

※ 財産の状況および市債の借入状況の１人当たり現在高は、同日現在の住民基本台帳人口
126,552人で除して算出したものです。

（企業会計を除く）

◎特別会計
区　分 現�在�高 一人当たり現在高

土　　地
（うち市有林）

3,644㌶ 0.029㌶
（2,000㌶） （0.016㌶）

建　　物 896,251㎡ 7㎡
基　　金 247億9,832万円 195,954円
内
訳

積立基金 226億7,405万円 179,168円
その他の基金 21億2,427万円 16,786円

有価証券 2億3,152万円 1,829円

[市民１人当たりの決算額と主な事業 ]平成28年度上半期（4月～9月）の
財政状況

霧島市の財政事情

（平成28年9月30日現在）

予算現額 収入済額 予算構成比 収入率
市 税 149億8,476万円 92億7,487万円 24.9% 61.9%
地方交付税 140億2,500万円 108億2,296万円 23.4% 77.2%
国庫支出金 97億2,360万円 38億5,146万円 16.2% 39.6%
市 債 59億2,460万円    0万円 9.9% 0.0%
県 支 出 金 43億1,672万円 8億2,201万円 7.2% 19.0%
繰 入 金 33億7,526万円    0万円 5.6% 0.0%
地方消費税交付金 18億5,000万円 12億3,451万円 3.1% 66.7%
そ の 他 58億5,107万円 40億8,745万円 9.7% 69.9%
歳 入 合 計 600億5,101万円 300億9,326万円 100.0% 50.1%
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７つの柱（政策） 事　業　名 事　業　内　容 事業費
（単位：万円） 実施地区

快適で
魅力ある
まちづくり

市営住宅等建替事業 田口団地１号棟（木造２階建て４戸） 8,096 霧島

道路新設改良事業
（道路新設改良費）

国分10路線、溝辺１路線、横川４路線、
牧園３路線、霧島３路線、隼人７路線、
福山２路線　合計30路線

60,072 全域

自然に
やさしい
まちづくり

河川景観保全アダプト
(里親)制度推進事業

登録団体129団体
活動面積230,356㎡ 760 全域

家庭系一般廃棄物
収集運搬事業

各家庭から排出される可燃、不燃、
資源ごみの収集運搬 29,483 全域

活力ある
産業の
まちづくり

企業誘致対策事業
立地協定8社、雇用（計画）人員644人、
工業団地用地取得86,577.28㎡

（日本郵政グループ２社立地済）
105,333 全域

霧島市観光案内
板設置業務委託

多言語表記の観光案内板などを設置
（市内43箇所） 2,348 全域

育み磨きあう
まちづくり

学校施設整備事業 体育館、武道場などの非構造部材耐
震化工事の実施 25,997 全域

学校給食施設整備事業 牧之原学校給食センターの建設 31,716 福山

たすけあい
支え合う
まちづくり

子育て支援センター
管理運営事業

安心して子育てができる環境づくり
（63,913人利用）

子育て親子の交流の場づくり、
子育てなどに関する相談・支援・
情報提供

5,696 全域

いきいきチケット
支給事業

高齢者などに対し健康維持・増進を
図るため、はり・きゅう受診券や温
泉・バス利用券を支給する。

（703,353枚利用）

7,470 全域

共生協働の
まちづくり

移住定住促進事業
移住者へ補助金を交付
◦市外からの転入28世帯67人
◦市街地からの転居10世帯33人

1,989 中山間
地域

男女共同参画
広報・啓発事業 講座、セミナー (330人参加） 207 全域

新たな
行政経営による
まちづくり

コンビニ交付システム
発行事業

マイナンバーカードによるコンビニ
エンスストアでの各種証明書発行

（住民票・印鑑証明・戸籍謄本など）
6,138 全域

財産管理総務管理事務事業
（公共施設マネジメント

計画推進事業）

国庫補助事業を活用した隼人駅周辺
の公的不動産の有効活用イメージの
検討など。

764 全域

平成27年度の主な事業実績

今
回
は
平
成
27
年
度
に
実
施
し

た
事
務
事
業
に
つ
い
て
、「
第
一

次
霧
島
市
総
合
計
画
」（
以
下
「
総

合
計
画
」
と
い
う
。）
の
７
つ
の

柱（
政
策
）の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

■
霧
島
市
の
行
政
経
営

総
合
計
画
は
、
平
成
20
年
に
策 

定
さ
れ
ま
し
た
。
計
画
期
間
を
10

年
と
し
、
霧
島
市
の
基
本
理
念
、

将
来
像
が
描
か
れ
、
こ
れ
を
実
現

す
る
た
め
の
７
つ
の
柱
が
盛
り
込

ま
れ
て
い
ま
す
。

霧
島
市
の
予
算
は
、
こ
の
総
合

計
画
に
沿
っ
て
編
成
さ
れ
て
お
り
、

総
合
計
画
の
進
行
管
理
に
当
た
っ

て
は
、
民
間
企
業
な
ど
で
使
わ
れ

て
い
る
目
標
管
理
の
手
法
を
行
政

経
営
に
生
か
す
た
め
の
仕
組
み
で

あ
る
「
行
政
評
価
」
を
活
用
し
て

い
ま
す
。

「
行
政
評
価
」
は
、
限
ら
れ
た

財
源
を
有
効
に
活
用
す
る
た
め
に
、

施
策
や
事
務
事
業
の
目
的
・
目
標

に
対
し
て
取
り
組
ん
だ
事
業
の
成

果
を
分
析
、
検
証
し
ま
す
。
目

標
が
達
成
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
、

何
が
原
因
な
の
か
を
分
析
し
て
事

務
事
業
を
見
直
し
、
改
善
策
を
次

年
度
以
降
の
予
算
に
反
映
さ
せ
て

い
き
ま
す
。

現
在
は
、
総
合
計
画
の
後
期
５

年
間
（
平
成
29
年
度
ま
で
）
を
対

象
と
し
た
後
期
基
本
計
画
の
期
間

で
す
。
本
計
画
で
は
、
掲
げ
た
ま

ち
の
将
来
像
の
実
現
に
向
け
、
前

期
基
本
計
画
の
成
果
を
検
証
し
、

現
状
を
把
握
し
た
上
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
課
題
を
整
理
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
解
決
に
向
け
て
各
種
施

策
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

■
市
民
の
意
識
を
反
映

霧
島
市
で
は
毎
年
、
総
合
計
画

の
各
施
策
な
ど
の
目
標
達
成
度
を

把
握
す
る
た
め
の
手
段
の
一
つ
と

し
て「
市
民
意
識
調
査
」を
実
施
し
、

そ
こ
で
得
ら
れ
た
結
果
を
行
政
経

営
に
反
映
さ
せ
て
い
ま
す
。

総
合
計
画
は
「
ま
ち
づ
く
り
」

の
た
め
の
「
台
本
」
で
あ
り
、
そ

の
主
役
は
皆
さ
ん
で
す
。「
こ
の

ま
ち
に
住
み
た
い
、
住
ん
で
良

か
っ
た
」
と
実
感
で
き
る
よ
う
な

ま
ち
の
実
現
に
向
け
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

平成27年度事業実績公表

第一次霧島市総合計画に基づいて
霧島市ではまちづくりを進めていく上で総合計画を基に事業を実施しています。
市の将来像は「人と自然が輝き、人が拓く、多機能都市」で、これを実現するために７つの柱（政策）
を設定しています。

ま
ち
づ
く
り
は

市
民
が
主
役
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⬆第10回霧島市長杯争奪グラウ
ンドゴルフ大会が10月10日、丸
岡公園であり市内の64チーム
320人が秋晴れの下、プレーを
楽しみました。

⬆６年前に霧島永水へ移住してきた
農家の増田泰博さん（34）が９月18日、
同地区の畑で妻の裕子さん（31）との
青空結婚披露宴を開催。地域住民や知
人ら約130人が祝福しました。

⬆霧島市花火大会が10月1日、国分
キャンプ海水浴場であり、市内外か
ら訪れた家族連れやカップルなど約
２万５千人が約６千発の花火を楽し
みました。

⬆竹やペットボトルを使った約３千
個の灯籠の幻想的な雰囲気を楽しめ
る竹灯籠祭り2016が10月15日、16
日の２日間、国分中央の金剛寺跡で開
催されました。

⬆バーなどの飲食店を巡りなが
ら店やまちの魅力を発見する
「きりしまバル街」が10月15日、
国分・隼人の20の飲食店で開催
されました。

⬆スポーツや運動への興味や関心を高めてもらおうと10月10日体
育の日、国分運動公園などで霧島スポーツまつり2016が初めて開
催され、19の体験プログラムを延べ約５千人が楽しみました。

⬆
飛
行
機
の
機
体
見
学
会
や
フ
ラ
イ
ト
シ
ミ
ュ

レ
ー
タ
ー
体
験
な
ど
、
鹿
児
島
空
港
を
楽
し
ん
で

も
ら
お
う
と「
空
の
日
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
10
月

15
日
、
同
空
港
で
あ
り
ま
し
た
。

Kirishima Photo Frame
き り し ま ふ ぉ と ふ れ ー む

ジュニア部門・幼児の部
「浮き輪で泳いだよ」

ちかつね みな
（みつぎ童夢園）

以
下
、写
真
掲
載
の
き
り
し
ま
大
賞
を
除
く

上
位
入
賞
者（
敬
称
略
）

【
自
由
部
門
】

●
特
別
賞
＝
久
野
弥
生
、吐
師
良
子
、瀬
戸
口

ム
ツ
子
、
小
野
郁
子
、
渡
瀬
俊
介
、
徳
重
考
一

郎（
以
上
霧
島
市
）、藤
久
保
み
つ
の
、山
下
晴

道
、田
上
裕
登
、廣
岡
謙
一（
以
上
鹿
児
島
市
）、

中
村
美
智
代（
枕
崎
市
）、古
川
清
正（
宮
崎
県

都
城
市
）、
梅
本
満
利（
熊
本
県
人
吉
市
）、
永

吉
み
さ
子（
伊
佐
市
）、田
上
俊
彦（
日
置
市
）

●
優
秀・秀
作・奨
励
賞
＝
竹
田
克
姑
、鶴
ヶ
野

玲
子
、高
橋
紀
美
子
、土
寄
圭
子
、宮
田
初
枝
、

山
元
い
づ
み
、前
原
武
子
、池
田
汎
邦
、西
節
子
、

谷
口
隆（
以
上
霧
島
市
）、中
野
誠（
南
さ
つ
ま

市
）、八
木
は
る
か（
宮
崎
県
都
城
市
）、
竹
牟

禮
裕
子（
熊
本
県
人
吉
市
）、原
美
恵
子（
熊
本

県
八
代
市
）、田
野
尻
光
子（
枕
崎
市
）、
平
川

明
子（
伊
佐
市
）、松
島
康
一（
鹿
児
島
市
）

●
委
嘱
作
家
賞
＝
吉
元
か
つ
子（
霧
島
市
）

【
テ
ー
マ
部
門
】

●
特
別
賞
＝
高
橋
紀
美
子
、武
田
実
千
代
、満

田
秋
雄
、
横
村
勉
、
宮
竹
英
俊
、
須
下
広
光
、

第13回きりしま美術展

飯
ケ
谷
清
治（
以
上
霧
島
市
）、永
井
啓（
薩
摩

川
内
市
）、松
元
千
鶴
子
、安
川
ス
ミ
エ（
以
上

鹿
児
島
市
）、大
田
透
、寺
岡
由
雄（
以
上
宮
崎

県
都
城
市
）
寺
澤
悦
子（
伊
佐
市
）、
黒
木
賢

司（
湧
水
町
）、堺
良
子（
宮
崎
県
高
原
町
）

●
優
秀
・
秀
作
・
奨
励
賞
＝
松
永
早
苗
、岩
谷

友
也
、萩
元
正
彦
、大
堀
一
男
、池
田
お
さ
む
、

鬼
塚
順
子
、伊
地
知
和
枝（
以
上
霧
島
市
）、宗

啓
子
、水
溜
和
順（
以
上
湧
水
町
）

【
ジ
ュ
ニ
ア
部
門
】

幼
児
の
部

●
特
別
賞
＝
う
ち
ぼ
り
り
ゅ
う
く
、さ
い
と
う

そ
う
た
、く
ら
も
と
し
お
ん
、う
る
う
ゆ
み
な
、

と
く
な
が
る
く（
以
上
宮
内
保
）、つ
る
ど
め
そ

う
ま（
み
つ
ぎ
童
）、ち
ょ
う
さ
み
み
、な
ん
ば

ら
り
ょ
う
た（
以
上
高
千
穂
保
）、は
ま
だ
ま
つ

り
、は
し
ぐ
ち
り
お（
以
上
国
分
幼
）、は
し
ぐ

ち
ら
ら
、さ
め
し
ま
い
ぶ
き
、か
た
ひ
ら
は
る

き（
以
上
大
窪
保
）、か
み
む
ら
ち
は
や（
す
め

ら
保
）、だ
い
お
う
み
さ
と（
陵
南
幼
）

小
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
宮
之
原
ひ
か
り
、
唐
人
原
彪
雅

（
以
上
上
小
川
小
）、
秋
窪
奎
秀
、
東
輝
真
、
佐

郷
碧
音
、田
村
光
明
、冨
綾
那（
以
上
国
分
西

小
）、帖
佐
美
央
、原
田
ち
ほ
、池
田
恵
輔
、下

村
風
吹
、中
島
綾
花（
以
上
大
田
小
）、永
山
善

一
朗
、塩
満
七
海（
以
上
小
浜
小
）、鮫
島
大
季

（
持
松
小
）、
窪
田
篤
、
石
田
珠
梨（
以
上
木
原

小
）、潟
山
浩
気
、山
下
煌
生
、山
下
怜
華（
以

上
宮
内
小
）、
吉
永
結（
天
降
川
小
）、
上
野
海

心（
国
分
小
）、森
晴
空
、池
田
菜
那（
以
上
国

分
南
小
）、服
部
心
菜
、大
隣
亜
美（
以
上
小
野

小
）、桑
原
亜
未（
佐
々
木
小
）、南
原
苺
果（
日

当
山
小
）、
前
田
航
志（
福
山
小
）、
畦
地
聖
玲

音（
中
津
川
小
）

中
学
生
の
部

●
特
別
賞
＝
永
吉
夏
実
、三
阪
寧
音（
以
上
舞

鶴
中
）、鮫
島
啓
大
朗
、柿
田
英
希（
以
上
国
分

南
中
）、惣
福
脇
文
也
、久
保
優
衣
、西
音
々
加
、

橋
本
佳
音
、古
川
静
琉（
以
上
日
当
山
中
）、新

村
凜
佳
、中
村
優
里
、福
島
幸（
以
上
国
分
中
）、

地
主
園
鈴
奈
、税
所
勇
真（
以
上
霧
島
中
）、外

山
怜
央（
溝
辺
中
）

◎�

問
＝
き
り
し
ま
美
術
展
実
行
委
員
会
事

務
局（
文
化
振
興
課
内
）☎（
42
）
１
１
１

９

きりしま美術展が開催され、自由部門132点、テーマ部門106点、ジュニア部門2,406
点、計2,644点の応募の中から、審査により入賞152点、入選411点が選ばれました。
展示会場の国分シビックセンターに10月８日（土）～ 21日（金）の期間中、自由部門、テー
マ部門の入賞・入選作品と委嘱作家、審査員の作品、計168点を展示。ジュニア部門
の入賞・入選作品は11月15日（火）～ 27日（日）まで国分シビックセンターで展示します。

ジュニア部門の特別賞作品は次の会場でも展示します。

◉溝辺公民館＝11月30日（水）～ 12月９日（金）
◉横川総合支所＝12月14日（水）～ 12月26日（月）
◉牧園総合支所＝１月11日（水）～ １月20日（金）
◉霧島公民館＝１月25日（水）～ ２月３日（金）
◉国分郷土館＝２月８日（水）～ ２月17日（金）

自
由
部
門

「
枝
垂
梅
Ⅱ
」

梅
北 

三
起
子
（
鹿
児
島
市
）

テ
ー
マ
部
門

「
噴
気
（
Ⅱ
）」

本
田 

廣
子
（
霧
島
市
）

ジ
ュ
ニ
ア
部
門
・
中
学
生
の
部

「
校
舎
と
花
た
ち
」

地
久
里 

春
那
（
日
当
山
中
３
年
）

ジュニア部門・小学生低学年の部
「プールであそんだよ」

船窪 悠惺
（国分西小１年）

ジュニア部門・小学生高学年の部
「好きな場所」

志喜屋 和佳
（小野小６年）

きりしま大賞
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昨
年
11
月
の
県
高
等
学
校
生
徒
理
科
研

究
発
表
大
会
生
物
部
門
で
最
優
秀
賞
、

今
年
８
月
の
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
で
奨
励

賞
（
ベ
ス
ト
８
）
に
輝
い
た
国
分
高
校
サ
イ

エ
ン
ス
部
昆
虫
班
。
全
国
の
大
舞
台
で
発
表

し
た
一
人
で
、「
夢
は
生
物
分
野
の
研
究
者
」

と
話
す
の
は
理
数
科
３
年
の
片
平
丈た

く

己み

君

（
17
）で
す
。

受
賞
し
た
研
究
の
テ
ー
マ
は
セ
ミ
科
の
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
。
２
年
の
と
き
顧
問
の
小こ

溝み
ぞ

克か
つ

己き

さ
ん（
47
）か
ら
鹿
児
島
県
本
土
と
屋
久

島
周
辺
の
ツ
ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
鳴
き
方
が
違

う
こ
と
を
聞
き
ま
す
。「
面
白
そ
う
」と
思
っ

た
昆
虫
班
は
実
際
に
屋
久
島
へ
行
き
、
ツ
ク

ツ
ク
ボ
ウ
シ
を
採
集
。
鳴
き
声
の
声
紋
分
析

や
Ｄ
Ｎ
Ａ
の
違
い
な
ど
を
調
べ
ま
し
た
。

「
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
で
は
緊
張
し
ま

し
た
が
、
自
信
を
持
っ
て
発
表
す
る
こ
と
を

心
掛
け
ま
し
た
。
鳴
き
声
の
比
較
を
何
度
も

行
う
な
ど
細
や
か
な
研
究
内
容
と
分
か
り
や

す
い
説
明
が
評
価
さ
れ
た
と
思
い
ま
す
。
ベ

ス
ト
８
に
入
っ
た
と
き
は
、
み
ん
な
で
喜
び

合
い
ま
し
た
」

片
平
君
が
生
き
物
に
興
味
を
持
っ
た
の
は

幼
稚
園
の
と
き
。
図
鑑
に
載
っ
て
い
た
生
き

物
を
見
せ
て
あ
げ
よ
う
と
、
両
親
が
水
族
館

や
動
物
園
に
何
度
も
連
れ
て
行
っ
て
く
れ
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

中
学
で
は
「
チ
ョ
ウ
」
と
「
ガ
」
の
止
ま
っ

た
と
き
の
羽
の
た
た
み
方
が
違
う
な
ど
、
生

き
物
の
生
態
に
疑
問
を
持
つ
よ
う
に
な
り
ま

す
。
高
校
は
理
科
や
生
物
を
深
く
学
べ
る
同

高
理
数
科
に
進
学
。
現
在
片
平
君
た
ち
の
ツ

ク
ツ
ク
ボ
ウ
シ
の
研
究
は
、
Ｄ
Ｎ
Ａ
解
析
の

個
体
数
を
増
や
す
な
ど
、
さ
ら
に
詳
細
な
分

析
を
行
い
後
輩
た
ち
が
引
き
継
い
で
い
ま
す
。

片
平
君
も
受
験
勉
強
の
合
間
を
縫
っ
て
サ

ポ
ー
ト
。「
応
援
し
た
い
」と
ほ
ほ
笑
み
ま
す
。

研
究
者
を
目
指
す
片
平
君
は
「
生
物
学
は

昆
虫
な
ど
小
さ
な
生
き
物
か
ら
人
ま
で
が
対

象
。
研
究
次
第
で
医
療
に
も
役
立
て
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
僕
自
身
、
原
因
不
明
の
頭
痛

や
腹
痛
に
悩
ま
さ
れ
る
こ
と
も
。
い
つ
か
原

因
を
突
き
止
め
て
同
じ
悩
み
を
抱
え
る
人
を

助
け
た
い
で
す
」
と
は
に
か
み
ま
す
。

飽
く
な
き
探
究
心
と
共
に
、
片
平
君
は
夢

に
向
か
っ
て
進
み
ま
す
。

夢のカタチ �
未来の夢を追う子どもたちの今を描きます このコーナーでは、各分野で活躍する子どもたちを紹介します。

夢に向かって頑張る子どもたちを、ぜひ応援してください。

国分高校
理数科３年

片平 丈
た く

己
み

君（17）

中学校から男子バ
レーボール部に入部
し、高校ではバレー
ボール部とサイエン
ス部を両立する。

YELL

昆虫班の中心者として、地道

な研究と分かりやすい発表

で受賞に貢献してくれました。

これからも小さな疑問を大事

にして、研究者として大きく

飛躍することを願っています。

顧問・小溝 克己さん（47）

エール

県
高
等
学
校
生
徒
理
科
研
究
発
表
大
会
生
物
部
門　

最
優
秀
賞

全
国
高
校
総
合
文
化
祭　

奨
励
賞（
ベ
ス
ト
８
）

飽
く
な
き
探
究
心
で

進
む
研
究
の
道

ツクツクボウシの研究成果を発表する片平君

◎霧島田口 廣松髙
たか

文
ふみ

さん（69）
妻・博子さん（65）

な
ぜ
か
元
気
に
な
る

Taste of m
em

ories

�

市
内
で
は
公
民
館
講
座
な

ど
で
料
理
を
学
ぶ
男
性

が
た
く
さ
ん
い
ま
す
。

退
職
を
機
に
４
年
前
、
福
岡
か

ら
霧
島
に
移
住
し
て
き
た
廣
松
髙た

か

文ふ
み

さ
ん（
69
）も
そ
の
一
人
。
霧
島

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

る
男
の
料
理
教
室
「
霧
シ
ェ
フ
」

に
３
年
前
か
ら
通
い
、
家
で
の
買

い
物
や
調
理
、
台
所
の
片
付
け
な

ど
を
一
人
で
こ
な
し
ま
す
。
教
室

に
通
う
よ
う
に
な
っ
た
き
っ
か
け

は
、
妻
の
博
子
さ
ん（
65
）を
支
え

た
い
と
い
う
思
い
か
ら
で
し
た
。

65
歳
ま
で
会
社
勤
め
を
し
て
い

た
廣
松
さ
ん
は
、
筋
金
入
り
の
仕

事
人
間
。
帰
り
も
遅
く
、
家
事
の

一
切
を
博
子
さ
ん
に
任
せ
き
り
で

し
た
。
博
子
さ
ん
は
25
歳
で
関
節

リ
ウ
マ
チ
に
か
か
り
、
指
な
ど
に

不
自
由
を
抱
え
な
が
ら
も
、
家
庭

を
支
え
て
き
ま
し
た
。
一
方
で
、

た
ま
の
休
日
に
料
理
で
重
い
フ
ラ

イ
パ
ン
を
持
つ
く
ら
い
し
か
手
助

け
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
廣
松
さ

ん
。「
退
職
し
た
ら
少
し
は
楽
を

さ
せ
た
い
」
と
い
う
思
い
が
芽
生

え
て
い
き
ま
し
た
。

そ
ん
な
二
人
の
思
い
出
の
味
は

長
野
県
の
家
庭
料
理
「
お
や
き
」。

野
菜
や
漬
物
を
小
麦
粉
の
皮
で

包
ん
で
焼
い
た
ま
ん
じ
ゅ
う
で

す
。
廣
松
さ
ん
が
料
理
教
室
で
初

め
て
上
手
に
で
き
た
料
理
で
、
博

子
さ
ん
に
ど
う
し
て
も
食
べ
て
ほ

し
く
て
持
ち
帰
り
ま
し
た
。「“
お

い
し
い
”
と
伝
え
た
と
き
の
夫
の

照
れ
く
さ
そ
う
な
顔
が
忘
れ
ら
れ

ま
せ
ん
。
今
も
一
番
好
き
な
料
理

は
、
不
格
好
で
も
さ
り
げ
な
い
愛

情
が
詰
ま
っ
た
夫
の
『
お
や
き
』」

と
博
子
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

廣
松
さ
ん
は
博
子
さ
ん
に
支
え

ら
れ
た
分
を
取
り
戻
す
か
の
よ
う

に
、
毎
日
手
料
理
を
作
り
ま
す
。

味
付
け
は
も
ち
ろ
ん
、
長
年
親
し

ん
だ
“
博
子
さ
ん
の
味
”。

「
料
理
は
相
手
の
顔
を
思
い
な

が
ら
作
る
の
が
一
番
。
食
べ
て
く

れ
る
相
手
が
い
る
か
ら
、
お
い
し

く
作
れ
る
の
か
も
」
と
廣
松
さ
ん

は
照
れ
な
が
ら
話
し
ま
す
。

こ
れ
か
ら
寒
い
冬
。
二
人
の
よ

う
に
心
も
温
ま
る
お
や
き
を
食
べ

て
み
ま
せ
ん
か
。

さりげない愛情が詰まった「おやき」

〈材　料〉  （４人前）
    【 皮 】 小 麦 粉…300g、ベーキングパ ウダー…大 さじ1、水…

180cc、砂糖…大さじ2、塩…小さじ1/4、菜種油…大さじ2
【具１】 生シイタケ…100g、高 菜 漬け…150g、砂 糖…大さじ1、 

濃口しょうゆ…大さじ1
【具2】 砂肝…100g、砂糖…大さじ1/2、濃口しょうゆ…大さじ1/2、

一味唐辛子…少々

〈作り方〉
①  皮は材料を全部合わせてこね、20分程度ねかす。
②  具１の高菜漬けと生シイタケは細切れにして炒め、味付け

する。具２の砂肝も同じように。
③ ①を10等分し、丸く形作り薄くのばす。
④ ②の各具を③で包み、蒸し器で10分ほど蒸す。
⑤ フライパンに油を引き、両面を焼き色が付く程度に焼く。

FMきりしま

（周波数：76.9MHz）で、

この「思い出の味」を

鹿児島弁で紹介します。

◦放送日時＝11月17日（木）午後３時30分～、

　11月18日（金）○再 午前10時30分～

◦コーナー名＝「SHIKOと堀ちゃんの

　かごっま弁で語いもんそぉ」

お
や
き
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「歌は、相手にメッセージを伝える手段。伝わるように
歌うことを一番大切にしています」。そう話すのは隼人町
の桑

くわ

幡
はた

大
や ま と

和さん（31）。霧島市でのステージや路上を中心
に活動するシンガーソングライターです。

桑幡さんが音楽に興味を持ったのは、アコースティッ
クギターで歌う歌手らが人気を博していた中学2年のとき。
特に男性デュオ『19（ジューク）』に憧れ、自分も歌を作り
たいと思うようになりました。早速実家にあった父親のギ
ターで練習を始めると、音楽の面白さに夢中になります。

高校卒業後、19歳で国分の路上ミュージシャンに刺激を
受け、福岡での力試しを決意。九州の音楽の本場でバイト
と路上演奏に明け暮れる日々の中、音楽を通じ多くの仲間
ができ、音楽がかけがえのないものとなっていきました。

やがて家業を継ぎ、地元で音楽を続けるため23歳で帰
郷。こくぶ初市で自身の代表曲『大丈夫』を歌ったときの
ことでした。自分を励ますために作ったこの歌を聞き、駆
け寄ってきた親子に「優しい歌声で“ずっとそばにいるよ、
だから大丈夫”と励まされ、心が救われました。ずっと歌

い続けてほしい」と告げられます。聞くと震災で福島から
避難してきたばかりで、将来を悲観していたそうです。親
子の安らいだ表情に「メッセージが持つ力を知り、自分の
歌に初めて自信が持てました」と振り返ります。

それ以来、音楽で誰かを応援したいと強く思うようにな
ったという桑幡さん。音楽への情熱がある地元ミュージシ
ャンをなるべく多く自分のステージ
に呼びサポートすることも。「今後は
毎月のように若手ミュージシャンが
集まり、市民が彼らを知る機会をつ
くりたいです。音楽で心が癒やされ
たり、仲間ができたり、夢をかなえ
るきっかけになれば」と意気込みます。

トレードマークのハンチング帽を
被ると「ライブ本番のスイッチが入
る」とほほ笑む桑幡さん。相棒のア
コースティックギターを手に、誰か
の応援歌を歌い続けます。

若者の若者による、若者のためのコーナー

心に届け、あなたへの応援歌

�
市内で活躍する若手アーティストをリレー形式で紹介するコーナー。
今回は、先月号の山

やま
師
し
・田中佑樹さんの紹介で、シンガーソングライターの桑

くわ
幡
はた

大
や ま と

和さん（31）です。

桑幡 大和さん（31）
隼人町出身。10年来の愛
器は音楽仲間から譲り受
けたギブソンＪ-45。こだ
わりのハンチング帽は５つ
所有。家業の弓製作の修
業と、運転代行業での客
との交流も大切な時間と
話す。隼人町在住。

黒
酢
で
有
名
な
福
山
町
の
海
岸
沿
い
。

実
は
歴
史
的
に
も
魅
力
あ
ふ
れ
る
町
で

す
。鹿

児
島
市
甲
突
川
の
五ご

石せ
っ

橋き
ょ
うを
造
っ

た
石せ

っ

工こ
う

・
岩
永
三
五
郎
の
ア
ー
チ
式
水

く
み
場
が
今
で
も
残
っ
て
い
ま
す
。

宮み
や

浦う
ら

宮ぐ
う

付
近
に
は
、
硫
黄
の
香
り
が

漂
い
、
防
波
堤
か
ら
出
て
い
る
パ
イ
プ

か
ら
は
、
少
量
の
ぬ
る
め
の
温
泉
が
流

れ
て
い
ま
す
。

福
山
病
院
の
初
代
院
長
が
設
立
し
た

松
下
美
術
館
は
、
鹿
児
島
ゆ
か
り
の
画

家
に
よ
る
絵
画
や
薩
摩
焼
な
ど
を
展
示
。

年
間
約
６
千
人
が
訪
れ
て
い
ま
す
。

歴
史
と
芸
術
に
触
れ
な
が
ら
、
海
岸

沿
い
を
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

霧島市には意外と知られていない魅力がたくさんあります。
このシリーズ「 I ♥ 霧島（アイラブきりしま）」では、霧島市の楽しい場所や、そこの知られざるディー
プな魅力を紹介します。皆さんも霧島市の新たな魅力を知って、たくさんの人にPRしてください。

歴史と芸術に触れる「福山町の海岸沿い周辺」

ピカソや黒田清
せい

輝
き

、東郷青児などの作品、エジプ
ト・ギリシャ地方の出土品などを展示。世界的に
有名な美術品を見ることができます。
問＝☎（55）3350

松下美術館
天保８（1837）年に石工・岩永三五郎が造ったとい
われています。井戸を掘ると硫黄が出るため、生
活用水として山の湧き水をためて使う水くみ場が
約180年前に造られたそうです。

アーチ式水くみ場
宮浦宮から国道220号を渡ると硫黄の匂いが漂い
ます。付近には昭和30年頃まで温泉施設があり、
防波堤から出ているパイプからは今でも少量の温
泉が流れています。

❼

シリーズ第７弾は、錦江湾が一望できる福山町の散策スポットを紹介します。

体験の様子を
ケーブルテレビで

放送します。
◦ 放送日時＝11月12日（土）

～15日（火）、○再 19日（土）
～ 22日（火）午前３時～、
９時～、正午～、午後４
時～、８時～、11時～

◦ 番組名＝南九州ケーブル
テレビ「情報マルシェ」

こちらの２次元コード
からも視聴できます

アイラブ霧島 検索

アイラブ

大隅福山駅を通っていた大隅線は、どこからどこの駅を結んでいたでしょうか。

（答）国分駅から志布志駅

※答えは下部に掲載しています。

I♥クイズ

❶POINT

アイ
ラブ

❷POINT

アイ
ラブ

❸POINT

アイ
ラブ

桑幡さんの代表曲
『大丈夫』が
視聴できます。

◦ YouTube動画「広報きりしま
チャンネル」から

案内人

温泉の滴
したた

り

●❸
温泉の滴り

アーチ式
水くみ場

松下美術館

●❷

220

福山病院

Aマート福山

宮浦宮

錦江湾

福山市民
サービスセンター

国分へ

→

垂水市へ →

●❶

シ
テ
ィ
ー
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
推
進
の
一

環
と
し
て
「
商
店
街
ポ
ス
タ
ー
展
」
な
ど
、

ユ
ニ
ー
ク
な
手
法
で
地
域
を
活
性
化
さ
せ

て
き
た
日く

さ
か下
慶
太
さ
ん
（
電
通
関
西
）
に

よ
る
セ
ミ
ナ
ー
＆
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開

催
し
ま
す
。（
無
料
）

■
ま
ち
お
こ
し
の
コ
ツ

・�

日
時
＝
12
月
10
日（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

・ 

内
容
＝
ま
ち
お
こ
し
の
コ
ツ
の
伝
授
や

霧
島
市
を
活
性
化
さ
せ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
考
え
る
。

■
お
も
し
ろ
ポ
ス
タ
ー
作
成

・�

日
時
＝
12
月
17
日（
土
）
午
前
10
時
～

午
後
４
時

・�

内
容
＝
メ
デ
ィ
ア
に
取
り
上
げ
ら
れ
や

す
い
ポ
ス
タ
ー
の
作
り
方
を
学
び
、
実

際
に
作
成
す
る
。

〔
共
通
事
項
〕

・�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
研
修
室

・�

対
象
＝
高
校
生
以
上
の
市
民

・�

定
員
＝
30
人（
申
し
込
み
多
数
の
場
合

は
抽
選
）

・�

申
込
方
法
＝
電
話

・�

申
込
締
切
＝
11
月
30
日（
水
）

◎�

�問
・�申
＝
秘
書
広
報
課
☎（
64
）０
９
５
５

カ
リ
ス
マ
が
教
え
る

地
域
お
こ
し
の
こ
つ

福山港で水揚げされたマダイやアジ、さつ
ま黒酢ブリなどの魚介類を販売します。

この機会に福山町の新鮮な魚を堪能してみませんか。
◦日時＝10月～ 4月の毎月第4土曜、午後2時30分から（売り切れ次第終了）
◦場所＝福山港海浜緑地広場（福山町福山2608付近）
　※11月26日（土）は休みます。
��問 ＝福山町漁業協同組合 ☎（55）2100

福ふく漁師
鮮魚祭り

YouTube  桑幡大和 検索

市文化財
保護審議会
会長
前田義

よし
人
と

さん（67）

旧国鉄大隅線から見下ろす錦江湾と福山港

牧之原へ→
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霧
島
山
を
望
む
約
３
万
４
千
㎡
の
広
大
な
天
然
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド

が
あ
る
横
川
町
の
丸
岡
公
園
。
早
朝
か
ら
毎
日
の
よ
う
に
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
を
楽
し
む
高
齢
者
た
ち
の
姿
に
笑
み
を
こ
ぼ
す
の

は
、
同
町
に
住
む
馬
渡
亘わ

た
るさ
ん（
81
）で
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
が

誕
生
し
た
翌
年
の
昭
和
58
年
、
鹿
児
島
県
で
最
も
早
く
競
技
を
普
及

さ
せ
よ
う
と
し
た
先
駆
者
の
一
人
で
す
。

馬
渡
さ
ん
は
高
校
か
ら
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
、
陸
上

な
ど
に
親
し
む
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン
。
各
競
技
の
公
認
審
判
員
資
格
を
持

ち
、
町
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
運
営
に
も
尽
力
し
て
き
ま
し

た
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
と
の
出
会
い
は
、
横
川
町
役
場
の
教
育
委

員
会
に
勤
め
て
い
た
と
き
。
日
本
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
に
よ
る

鹿
児
島
市
で
の
普
及
講
習
会
が
き
っ
か
け
で
し
た
。

「
昔
か
ら
駅
伝
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
が
盛
ん
な
横
川
町
で
は
、
年
を

と
っ
て
運
動
か
ら
遠
ざ
か
り
、
交
流
の
機
会
や
元
気
を
な
く
す
人
た

ち
が
多
く
い
ま
し
た
。
生
き
が
い
づ
く
り
の
場
を
探
し
て
い
た
と
き

に
出
会
っ
た
の
が
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
。
適
度
な
運
動
と
集
中
力
は

健
康
づ
く
り
に
役
立
ち
、
ル
ー
ル
は
簡
単
で
覚
え
や
す
い
、
き
っ
と

歓
迎
さ
れ
る
と
確
信
し
ま
し
た
」

早
速
、
町
で
道
具
を
そ
ろ
え
、
公
民
館
講
座
に
導
入
。
ほ
か
の
部

署
へ
異
動
後
も
、
積
極
的
に
地
域
へ
赴
き
競
技
の
魅
力
を
説
き
続
け
、

次
第
に
競
技
人
口
も
増
え
て
い
き
ま
し
た
。
退
職
後
の
平
成
７
年
に

は
町
と
姶
良
郡
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
協
会
を
設
立
し
ま
す
。

大
規
模
な
大
会
を
誘
致
し
、
ま
ち
の
活
性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
平

成
12
年
、
役
場
に
掛
け
合
い
丸
岡
公
園
へ
の
専
用
グ
ラ
ウ
ン
ド
作
り

に
着
手
。
コ
ー
ス
設
置
が
楽
に
な
る
よ
う
に
15
ｍ
間
隔
で
桜
の
木
を

植
え
る
な
ど
、
全
国
の
視
察
で
得
た
知
識
を
設
計
に
生
か
し
ま
す
。

芝
が
根
を
張
る
ま
で
協
会
の
会
員
と
共
に
土
入
れ
や
草
取
り
、
水

や
り
な
ど
の
管
理
を
毎
日
の
よ
う
に
続
け
ま
し
た
。「
苦
労
し
た
分
、

み
ん
な
の
愛
着
も
強
い
」
と
振
り
返
る
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
４
年
後
、
待

望
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
専
用
競
技
場
と
し
て
完
成
。
平
成
16
年
に

は
九
州
大
会
の
誘
致
に
成
功
し
１
２
０
０
人
を
集
め
ま
し
た
。

馬
渡
さ
ん
は
全
国
大
会
に
16
回
出
場
、
最
高
で
２
位
の
実
績
も
残

す
実
力
者
。「
上
達
す
る
喜
び
を
仲
間
に
も
教
え
た
い
」
と
県
内
で

十
数
人
し
か
い
な
い
１
級
普
及
指
導
員
の
資
格
を
取
り
、
シ
ョ
ッ
ト

の
基
礎
の
反
復
練
習
や
距
離
感
の
つ
か
み
方
な
ど
「
勝
つ
こ
と
を
目

指
す
」
指
導
に
乗
り
出
し
ま
す
。
次
第
に
上
達
し
、
笑
顔
が
増
え
て

い
く
仲
間
た
ち
。
そ
の
中
に
脳
梗
塞
で
障
害
が
残
り
、
リ
ハ
ビ
リ
を

余
儀
な
く
さ
れ
る
会
員
が
い
ま
し
た
。
見
舞
い
に
行
く
と
「
グ
ラ
ウ

ン
ド
ゴ
ル
フ
を
ま
た
や
り
た
い
。
そ
の
た
め
に
頑
張
れ
る
」
と
い
う

言
葉
を
聞
き
ま
す
。

「
そ
の
一
言
に
励
ま
さ
れ
ま
し
た
。
普
及
に
努
め
て
き
て
本
当
に

良
か
っ
た
。
こ
の
素
晴
ら
し
い
競
技
で
一
人
で
も
多
く
の
仲
間
が
元

気
に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い
」

合
併
後
は
会
員
１
６
０
０
人
に
も
な
る
市
の
協
会
長
に
就
任
。
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
は
昨
年
か
ら
国
民
体
育
大
会
競
技
と
な
り
、
今
年

の
岩
手
国
体
に
は
自
ら
指
導
す
る
チ
ー
ム
を
県
代
表
と
し
て
初
出
場

に
導
き
ま
し
た
。
平
成
32
年
の
鹿
児
島
国
体
で
は
丸
岡
公
園
が
競
技

会
場
に
。「
地
元
か
ら
優
勝
選
手
を
出
し
た
い
」
と
熱
く
語
り
ま
す
。

競
技
普
及
へ
の
情
熱
を
支
え
る
の
は
、
仲
間
の
笑
顔
。

「
プ
レ
ー
に
夢
中
に
な
っ
て
、
顔
を
し
わ
く
ち
ゃ
に
し
な
が
ら
笑

う
み
ん
な
の
姿
が
私
の
財
産
。
い
く
つ
に
な
っ
て
も
、
自
分
ら
し
く

躍
動
で
き
る
場
を
広
げ
て
い
き
た
い
」

馬
渡
さ
ん
が
夢
見
た
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
で
の
生
き
が
い
づ
く
り
。

ま
ち
の
高
齢
者
に
“
笑
顔
の
”
し
わ
を
増
や
し
な
が
ら
、
そ
の
夢
は

ふ
く
ら
み
続
き
ま
す
。

情熱と笑顔で目指す国体

馬渡	亘
わたる

さん（81）

横川町生まれ。横川町教
育委員会勤務時の昭和58
年からグラウンドゴルフの普
及に尽力。平成6年に横川
町役場を退職。平成７年に
同町と姶良郡のグラウンド
ゴルフ協会を設立。現在は
姶良地区、霧島市、横川町
の各グラウンドゴルフ協会
会長、平成28年から鹿児
島県グラウンドゴルフ協会
副会長。横川町在住。

Vol.116THE SCENE

霧島に生きる
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幕
臣
の
勝
海
舟
は
「
俺
は
こ
れ
ほ
ど
の
年

寄
り
だ
が
、
今
日
ま
で
西
郷
ほ
ど
の
人
物
を

二
人
と
見
た
こ
と
が
な
い
。
西
郷
は
大
き
い
。

ま
た
奥
行
き
が
知
れ
な
い
。
何
事
も
局
外
に

超
然
と
し
て
知
ら
ぬ
風
を
し
て
お
り
な
が

ら
、
よ
く
対
局
を
制
す
る
手
腕
の
あ
っ
た
の

は
西
郷
一
人
だ
。
い
わ
ゆ
る
天
下
の
大
事
を

負
担
す
る
の
は
こ
の
西
郷
だ
と
密
か
に
恐
れ

た
。
西
郷
の
大だ

い

胆た
ん

識し
き

と
大
誠
意
と
に
は
及
ば

な
い
」
と
絶
賛
し
て
い
ま
す
。

西
郷
ど
ん
と
霧
島

西
郷
は
人
生
の
中
で
幾
度
も
霧
島
を
訪
れ

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
は
い
く
つ
か
の
要
因
が

あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

西
郷
の
温
泉
好
き
と
狩
猟
好
き
は
有
名
で
、

霧
島
に
は
泉
質
の
違
う
多
様
な
温
泉
が
あ
り
、

良
好
な
猟
場
が
あ
る
こ
と
も
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

天
孫
降
臨
の
地
で
、
霧
島
山
や
犬
飼
滝
な
ど

風
光
明め

い

媚び

な
自
然
も
魅
力
的
だ
っ
た
か
ら
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

多た

事じ

繁は
ん

多た

な
政
界
か
ら
離
れ
、
心
穏
や
か

に
過
ご
す
こ
と
が
で
き
た
「
霧
島
」。
一
五

〇
年
前
の
慶
応
二
年
、
坂
本
龍
馬
が
刀
傷
の

治
療
と
幕
府
か
ら
逃
れ
る
た
め
に
妻
の
お
龍

と
霧
島
に
訪
れ
た
の
も
西
郷
の
勧
め
で
し
た
。

“
西
郷
ど
ん
”
と
龍
馬
。
二
人
の
心
休
ま

る
地
が
霧
島
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
私
た
ち
に

と
っ
て
非
常
に
う
れ
し
い
こ
と
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

（
文
責
＝
鈴
）

抵
抗
も
あ
り
ま
し
た
。
旧
藩
主
を
含
む
士
族

た
ち
に
と
っ
て
は
身
分
剥は

く

奪だ
つ

と
同
様
の
処
遇

で
、
各
地
に
不
平
不
満
が
渦
巻
き
ま
す
。
改

革
の
最さ

中な
か

の
明
治
四
（
一
八
七
一
）
年
十
二

月
か
ら
明
治
六
年
九
月
に
か
け
て
、
明
治
政

府
の
主
要
メ
ン
バ
ー
が
「
岩
倉
使
節
団
」
を

組
織
し
て
欧
米
を
訪
問
し
ま
す
が
、
そ
の
間

も
大
き
な
反
乱
は
起
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

こ
れ
は
筆
頭
参
議
で
あ
っ
た
西
郷
が
、
不

平
を
唱
え
る
人
々
に
対
し
誠
意
と
論
議
を
尽

四
）年
に
時
の
薩
摩
藩
主
・
島
津
斉な

り

彬あ
き
らの
※

庭に
わ

方か
た

役や
く

に
抜ば

っ

擢て
き

さ
れ
た
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

庭
方
役
と
な
っ
た
西
郷
は
、
低
い
身
分
な
が

ら
斉
彬
の
近
く
に
仕
え
、
頭
角
を
現
わ
し
て

い
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
幕
末
か
ら
明
治
初
頭
に
か
け
て

江
戸
や
京
で
活
躍
し
、
大
久
保
利
通
や
木
戸

孝た
か

允よ
し

と
並
び
、「
維
新
の
三
傑
」
に
数
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
特
に
薩
長
同
盟
の
締
結
や
江

戸
城
の
無
血
開
城
を
含
む
戊ぼ

辰し
ん

戦
争
の
指
揮
、

岩
倉
使
節
団
外
遊
中
の
留
守
政
府
の
陣
頭
指

揮
な
ど
、
そ
の
功
績
は
計
り
知
れ
な
い
も
の

が
あ
り
ま
す
。

私
た
ち
は
「
明
治
維
新
」
と
一
言
で
い
い

ま
す
が
、
江
戸
時
代
と
明
治
時
代
で
は
大
き

な
違
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
、
封
建

社
会
か
ら
資
本
主
義
社
会
へ
の
変
貌
で
す
。

千
年
以
上
、
領
土
を
基
に
主
従
関
係
を
保
っ

て
き
た
封
建
社
会
か
ら
脱
却
し
て
、
廃
藩
置

県
を
行
い
、
身
分
制
度
を
撤
廃
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
大
改
革
に
は
当
然
の
よ
う
に

く
し
な
が
ら
も
、
泰
然
と
身
を
構
え
て
い
た

の
が
大
き
な
要
因
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

偉
人
「
西せ

郷ご

ど
ん
」

西
郷
と
会
っ
た
人
の
回
想
録
を
読
ん
で
み

る
と
、
ほ
と
ん
ど
が
最
上
級
の
敬
意
を
表
し

て
い
ま
す
。

水
戸
藩
主
・
徳
川
斉な

り

昭あ
き

の
腹
心
と
い
わ
れ

た
儒
学
者
の
藤
田
東と

う

湖こ

は
「
将
来
日
本
の
国

運
を
負
担
し
得
る
者
は
、
一
人
こ
の
快
男
子

西
郷
あ
る
の
み
」
と
評
し
て
い
ま
す
。

明
治
維
新
か
ら
一
五
〇
年
に
当
た
る
平
成

三
十
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
が
「
西せ

郷ご

ど

ん
」
に
決
ま
り
ま
し
た
。
来
年
、
平
成
二
十

九
年
は
国
内
最
後
の
内
戦
「
西
南
の
役え

き

」
か

ら
一
四
〇
年
の
節
目
の
年
で
も
あ
り
ま
す
。

今
回
か
ら
西
南
の
役
と
、
明
治
維
新
の
立

役
者
で
あ
る
西
郷
隆
盛
に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
、

霧
島
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
シ
リ
ー
ズ
で
紹

介
し
ま
す
。

西
郷
隆
盛
と
は

西
郷
隆
盛
は
、
文
政
十
（
一
八
二
八
）
年

に
鹿
児
島
の
下し

も

加か

治じ

屋や

町ち
ょ
うの
下
級
武
士
で
あ

っ
た
西
郷
吉き

ち

兵べ

衛え

の
長
男
と
し
て
生
ま
れ
ま

し
た
。
西
郷
の
活
躍
は
、
安
政
元
（
一
八
五

※藩邸の庭の番人である一方、直接藩主と話すことができる秘書役のような側面もあった。

３※

西
郷
隆
盛
と
霧
島 

そ
の
❶

西郷隆盛の肖像画（尚古集成館蔵）

霧島図書室  「おはなし王国inきりしま」
◦ 日時＝11月26日（土）午前10時30分～正午
◦ 場所＝霧島公民館
◦ 内容＝ブラックシアター、おはなし会、工作など
�問＝霧島図書室  ☎（57）0316

隼人図書館  「隼人おはなし王国」
◦ 日時＝11月27日（日）午前10時～午後２時
◦ 場所＝隼人農村環境改善センター・隼人公民館
◦ 内容＝おはなし会、工作など
�問＝隼人図書館  ☎（43）7574

牧園図書室  「おはなし王国inまきぞの」
◦ 日時＝12月10日（土）午後1時30分～３時
◦ 場所＝高千穂地区公民館
◦ 内容＝学校図書室司書やALT（外国語指導助手）

による読み聞かせ、工作など
�問＝教育委員会牧園出張所  ☎（76）2714

福山図書室  「おはなしフェスタ」
◦ 日時＝12月11日（日）午前10時～正午
◦ 場所＝福山公民館
◦ 内容＝おはなし会、工作など
�問＝福山図書室 ☎（56）2026

野
村 

憲
一
　
編

議
会
に
初
め
て
触
れ
る
人
で
も
、

地
方
議
会
の
制
度
や
仕
組
み
に
つ

い
て
、
理
解
し
や
す
い
よ
う
に
書

か
れ
た
解
説
本
。

い
ち
ば
ん
や
さ
し
い

地
方
議
会
の
本

叔
母
さ
ん
が
経
営
す
る
文
通
会
社

で
働
き
始
め
た
岳
彦
。
手
紙
で
し

か
解
決
で
き
な
い
事
件
と
向
き
合

い
成
長
し
て
い
く
。

あ
さ
の 

あ
つ
こ
　
著

何
度
も
人
間
か
ら
見
捨
て
ら
れ
た

柴
犬
の
す
み
れ
ち
ゃ
ん
。
２
本
足

の
ワ
ン
コ
の
軌
跡
を
描
く
。

二
本
あ
し
の
ワ
ン
コ

す
み
れ
ち
ゃ
ん
、
生
き
る

す
み
れ
の
し
っ
ぽ
　
著

頑
張
ら
な
い
か
ら
楽
し
く
な
る
。

「
台
所
ウ
ツ
」
か
ら
あ
な
た
を
開

放
す
る
魔
法
の
台
所
術
を
紹
介
。

足
立 

洋
子
　
著

「
め
ん
ど
く
さ
い
」が

な
く
な
る
台
所

Ｉ　
ｌ
ｏ
ｖ
ｅ

ｌ
ｅ
ｔ
ｔ
ｅ
ｒ

新

紹

介

刊

イベント名 日　　時  ［対　象］ 場所/問い合わせ先
ほるとの森おはなし会 11月26日（土）、12月10日（土） 14：00 ～ 14：30

国分図書館
幼児と小学生のためのおはなしの部屋

（りんごの木） 12月 3日（土）10：30 ～ 11：30　　

赤ちゃんとわらべうた・えほんのへや
（りんごの木） 12月 5日（月）10：30 ～ 11：00　　

おはなしの部屋
11月20日（日） 11：00 ～ 11：30［幼児･小学生］
12月 1日（木） 16：00 ～ 16：30［幼児］
12月 2日（金） 11：00 ～ 11：30［赤ちゃん］ 隼人図書館

語りの部屋（語りの会あもり） 12月11日（日） 11：00 ～ 11：40

おはなしの時間（紙ふうせん） 11月21日（月） 15：30 ～ 16：30 霧島図書室

おはなし広場 11月26日（土）10：00 ～ 11：00 福山図書室

図書館へ行こう
http://www.lib-kirishima.jp/

最
悪
の
将
軍
／
朝
井
ま
か
て

蜜
蜂
と
遠
雷
／
恩
田
陸

氷
の
轍
／
桜
木
紫
乃

オ
ラ
イ
オ
ン
飛
行
／
高
樹
の
ぶ
子

黒
い
紙
／
堂
場
瞬
一

ま
こ
と
の
華
姫
／
畠
中
恵

孤
篷
の
ひ
と
／
葉
室
麟

デ
ト
ロ
イ
ト
美
術
館
の
奇
跡
／
原
田
マ
ハ

火
災
調
査
官
／
福
田
和
代

手
の
ひ
ら
の
京
／
綿
矢
り
さ

考
え
る
力
が
つ
く
本
／
池
上
彰

マ
グ
カ
ッ
プ
ケ
ー
キ
／
本
間
節
子

野
村
の
遺
言
／
野
村
克
也

自
然
あ
そ
び
フ
ィ
ー
ル
ド
ブ
ッ
ク
／
ケ
イ
・
マ
グ
ワ
イ
ア

に
わ
と
り
城
／
松
野
正
子

王
様
に
恋
し
た
魔
女
／
柏
葉
幸
子

霧島市立図書館に
おいでください。

国分図書館／☎（64）0918
隼人図書館／☎（43）7574
溝辺図書室／☎（58）3191
横川図書室／☎（72）1596
牧園図書室／☎（78）3349
霧島図書室／☎（57）0316
福山図書室／☎（56）2026

霧島市７か所の図書館（室）で
本が借りられます。

←

イベント案内
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新しい洗濯表示 検索

K I R I S H I M A  I N F O R M A T I O N

お
知
ら
せ

市
議
会
を
傍
聴
し
ま
せ
ん
か

◦�
11
月
28
日（
月
）／
本
会
議
初
日

（
開
会
、議
案
上
程
、提
案
説
明
）

◦�

12
月
６
日（
火
）／
本
会
議
（
質

疑
、
議
案
処
理
、
一
般
質
問
）

◦�

12
月
７
日（
水
）・
８
日（
木
）・
９

日（
金
）／
本
会
議（
一
般
質
問
）

◦�

12
月
22
日（
木
）
本
会
議
最
終

日（
委
員
長
報
告
、採
決
、閉
会
）

※�

全
て
午
前
10
時
開
会
。
日
程
は

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

本
会
議
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で

中
継
放
映
し
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
で
も
生
放
送
さ
れ
ま
す
。

◎�

�問
＝
議
会
事
務
局
☎（
64
）０
９

２
２

給
付
金
の
申
請
は

済
ん
で
い
ま
す
か

臨
時
福
祉
給
付
金
、障
害
基
礎
・

遺
族
基
礎
年
金
受
給
者
向
け
給
付

金
の
霧
島
市
の
申
請
期
限
は
11
月

30
日（
水
）で
す
。
対
象
と
思
わ
れ

る
人
に
は
、
８
月
末
に
申
請
書
を

送
付
し
て
い
ま
す
。
申
請
忘
れ
の

な
い
よ
う
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

⃝
�

臨
時
福
祉
給
付
金
の
対
象
＝
住

民
税
の
非
課
税
者
（
課
税
者
の

扶
養
親
族
や
生
活
保
護
受
給
者

な
ど
は
除
く
）

⃝
�

障
害
基
礎
・
遺
族
基
礎
年
金
受

給
者
向
け
給
付
金
の
対
象
＝
臨

時
福
祉
給
付
金
の
対
象
者
で
、

障
害
基
礎
年
金
・
遺
族
基
礎
年

金
の
受
給
者
（
高
齢
者
向
け
給

付
金
の
受
給
者
は
除
く
）

◎�

�問
＝
保
健
福
祉
部
給
付
金
担
当

☎（
64
）０
８
１
０

相
続
登
記
は

済
ん
で
い
ま
す
か

相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
と
、

次
の
よ
う
な
問
題
が
生
じ
ま
す
。

◦�

相
続
登
記
を
放
置
し
て
い
る
間

に
売
買
な
ど
が
発
生
す
る
と
、

相
続
人
が
増
え
、
手
続
き
の
時

間
や
費
用
な
ど
の
負
担
が
増
加
。

◦�

不
動
産
の
売
却
や
ロ
ー
ン
の
設

定
に
時
間
が
か
か
る
。

◦�

所
有
者
と
連
絡
が
取
れ
ず
土
地

が
荒
廃
、
災
害
復
旧
や
防
災
の

た
め
の
工
事
が
で
き
な
い
な
ど

の
社
会
問
題
が
発
生
。

自
身
の
権
利
を
守
る
た
め
に
も
、

早
め
に
相
続
登
記
を
し
ま
し
ょ
う
。

詳
細
は
法
務
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

ご
覧
く
だ
さ
い
。

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
☎（
45
）０
３
３
０

防
災
行
政
無
線
の

全
国
一
斉
自
動
試
験
放
送

緊
急
地
震
速
報
や
大
津
波
警
報

な
ど
切
迫
し
た
事
態
が
発
生
し
た

と
き
、
国
が
住
民
へ
自
動
的
に
緊

急
情
報
を
伝
達
す
る
「
全
国
瞬
時

警
報
シ
ス
テ
ム
（
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
）」

の
試
験
放
送
が
行
わ
れ
ま
す
。

防
災
行
政
無
線
の
ス
ピ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
音
声
が
流
れ
ま
す
が
、

試
験
放
送
で
す
の
で
特
別
な
対
応

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

⃝
�

放
送
日
時
＝
11
月
29
日（
火
）午

前
11
時
ご
ろ

◎�

�問
＝
安
心
安
全
課
☎（
64
）０
９

９
７
、
隼
人
地
域
振
興
課
、
各

総
合
支
所
地
域
振
興
課

北
朝
鮮
人
権
侵
害
問
題

啓
発
週
間

毎
年
12
月
10
日
か
ら
16
日
は
北

朝
鮮
人
権
侵
害
問
題
啓
発
週
間
で

す
。
期
間
中
、
国
分
シ
ビ
ッ
ク
セ

ン
タ
ー
１
階
で
北
朝
鮮
に
拉
致
さ

れ
た
疑
い
が
あ
る
特
定
失
踪
者
の

写
真
パ
ネ
ル
展
を
開
催
し
ま
す
。

北
朝
鮮
に
拉
致
さ
れ
た
横
田
め
ぐ

み
さ
ん
の
家
族
の
苦
悩
や
救
出
活

動
を
描
い
た
ア
ニ
メ
「
め
ぐ
み
」

も
上
映
し
ま
す
。

本
市
に
も
特
定
失
踪
者
の
家
族

が
い
ま
す
。
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る

人
権
侵
害
問
題
に
対
す
る
認
識
を

深
め
ま
し
ょ
う
。

◎�

�問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

人
権
週
間
・
人
権
擁
護
委
員

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」、

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は
「
人

権
週
間
」
で
す
。
市
で
は
15
人
の

人
権
擁
護
委
員
が
啓
発
活
動
や
人

権
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

■
市
の
人
権
擁
護
委
員（
敬
称
略
）

【
国
分
】�

漆う
る
し
木き

ミ
ヱ
、
山
下
佐
和

子
、
石
塚
義
人
、
柳
田
秀

徳
、
岩
﨑
明
、
池
田
裕
子

【
溝
辺
】
剥は

ぎ

岩い
わ

裕ゆ
た
か

【
横
川
】
立
山
謙
一

【
牧
園
】
古
川
正
利

【
霧
島
】
中
神
実

【
隼
人
】�

居い

細ざ
い

工く

學
、井
上
嘉か

知ち

子こ

、

福
丸
育
美
、
山
下
辰
美

【
福
山
】
永
田
聖し

ょ
う

子こ

◎�

�問
＝
市
民
課
☎（
64
）０
９
０
１

人
権
作
文
フ
ォ
ー
ラ
ム
・

イ
ン
・
溝
辺

市
内
の
小
中
学
生
が
応
募
し
た

人
権
作
文
コ
ン
テ
ス
ト
の
優
秀
作

品
の
表
彰
式
と
朗
読
会
を
行
い
ま

す
。溝

辺
町
の
陵
南
小
学
校
音
楽
部

の
演
奏
や
認
知
症
へ
の
理
解
に
関

す
る
講
演
も
あ
り
ま
す
。

紹
介
し
て
い
ま
す
。

◎�

�問
＝
商
工
振
興
課
☎（
64
）０
９

１
２

城
山
公
園
で

焼
き
芋
振
る
舞
い

市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

農
場
で
育
て
た
サ
ツ
マ
イ
モ
「
紅

は
る
か
」
を
使
っ
た
焼
き
芋
３
０

０
本
を
先
着
順
で
振
る
舞
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
水
・
祝
）午

前
11
時
か
ら

◎�

�問
＝
城
山
公
園
☎（
46
）１
５
６

１霧
島
神
宮
ほ
ぜ
祭
り

子
ど
も
み
こ
し
や
踊
り
連
、
霧

島
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
郷

⃝
�

日
時
＝
12
月
４
日（
日
）
午
前

９
時
30
分
～
午
後
０
時
30
分

⃝
�

場
所
＝
み
そ
め
館
（
溝
辺
町
麓

３
３
９
１
）

⃝
�

入
場
＝
無
料

◎�

�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
霧
島

支
局
総
務
課
☎（
45
）０
０
６
４

裁
判
員
候
補
者

検
察
審
査
員
候
補
者
に

選
ば
れ
た
ら

各
候
補
者
は
、
20
歳
以
上
で
選

挙
権
の
あ
る
県
民
の
中
か
ら
く
じ

で
選
ば
れ
ま
す
。

平
成
29
年
度
の
候
補
者
に
選
ば

れ
た
人
は
、11
月
中
旬
ご
ろ
に「
候

補
者
名
簿
へ
の
記
載
の
お
知
ら

せ
」
が
届
き
ま
す
の
で
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

◎�

�問
＝【
裁
判
員
】鹿
児
島
地
方
裁

判
所
刑
事
部
裁
判
員
係
☎
０
９

９（
２
２
２
）７
１
５
７
【
検
察

審
査
員
】
鹿
児
島
検
察
審
査
会

事
務
局
☎
０
９
９（
８
０
８
）３

７
１
９

Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性
ま
つ
り

県
産
牛
肉
、
Ｊ
Ａ
あ
い
ら
女
性

部
に
よ
る
野
菜
、
加
工
品
の
販
売

や
女
性
の
健
康
に
関
す
る
相
談
、

ア
ン
パ
ン
マ
ン
コ
ー
ナ
ー
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

⃝
 

日
時
＝
11
月
26
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
あ
い
ら
家
畜
市
場
（
隼

人
町
西
光
寺
５
２
１
－
１
）

◎�

�問
＝
あ
い
ら
農
業
協
同
組
合
☎

（
43
）７
３
０
０

事
業
主
は
労
働
保
険
に

加
入
す
る
義
務
が
あ
り
ま
す

労
働
者
を
１
人
で
も
雇
用
し
て

い
れ
ば
、
事
業
主
は
労
働
保
険
の

加
入
手
続
き
を
し
、
労
働
保
険
料

を
納
付
す
る
こ
と
が
法
律
で
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
手
続
き
を
労
働
保
険

事
務
組
合
（
商
工
会
議
所
・
商
工

会
な
ど
）
や
社
会
保
険
労
務
士
に

委
託
す
る
制
度
も
あ
り
ま
す
。

◎�

�問
＝
国
分
公
共
職
業
安
定
所
☎

（
45
）５
３
１
１

12
月
か
ら
新
し
い

洗
濯
表
示
に
変
わ
り
ま
す

家
庭
用
品
品
質
表
示
法
が
改
正

さ
れ
、
国
内
で
生
産
さ
れ
る
衣
類

の
洗
濯
表
示
記
号
が
12
月
か
ら
国

際
規
格
と
同
じ
５
区
分
41
種
類
に

変
わ
り
ま
す
。

変
更
内
容
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
や
消
費
者
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

土
芸
能
を
披
露
し
ま
す
。
特
産
品

の
販
売
や
甘
酒
、ぽ
ん
菓
子
、ね
っ

た
ぼ
の
振
る
舞
い
も
あ
り
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
23
日（
水
・
祝
）午

前
10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
神
宮
、
緑
の
村

◎�

�問
＝
ほ
ぜ
祭
り
奉
賛
会
事
務
局

☎（
57
）１
１
１
２

中
古
車
購
入
の

ト
ラ
ブ
ル
に
注
意

中
古
車
は
、
新
車
と
違
い
一
台

ご
と
に
状
態
が
異
な
り
、
品
質
が

一
定
で
あ
り
ま
せ
ん
。

「
購
入
後
、
す
ぐ
に
故
障
し
動

か
な
く
な
っ
た
。
販
売
店
側
は
修

理
す
る
と
言
っ
て
い
る
が
、
解
約

し
た
い
」
な
ど
、
購
入
後
の
ト
ラ

ブ
ル
が
多
く
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

原
則
、
契
約
成
立
後
は
相
手
の

同
意
な
し
に
解
約
す
る
こ
と
は
で

き
ま
せ
ん
。
契
約
す
る
と
き
は
、

試
乗
で
車
の
状
態
を
確
認
し
た
り
、

契
約
書
面
を
熟
読
し
、
保
証
の
有

無
、
解
約
で
き
る
条
件
な
ど
の
内

容
を
確
認
し
た
り
す
る
こ
と
が
大

切
で
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
中
古
車

取
引
は
、
現
物
を
確
認
で
き
な
い

場
合
が
多
く
、
ト
ラ
ブ
ル
に
な
り

や
す
い
の
で
気
を
付
け
ま
し
ょ
う
。

11月9日から15日は、秋
の火災予防運動です。

寒くなると、ストーブな
どの暖房器具を使う機会が
多くなります。暖房器具の
周りには燃えやすいものを

置かないようにするなど、火の取り扱いには
十分に注意しましょう。

住宅用火災警報器は、大切な命・財産を火災
から守るために全ての住宅に設置が義務付け
られています。

火災はいつ発生するか分かりません。もし
ものために日ごろから電池が切れていないか、
作動するかを点検しましょう。

まだ設置していない家庭は、ホームセンター
などで販売していますので、必ず設置しましょ
う。
問＝消防局予防課  ☎（64）0433

これからの季節、火の元に注意

困
っ
た
と
き
は
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎�
�問
＝
消
費
者
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
☎

１
８
８
、
市
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
☎（
64
）０
９
６
４

霧
島
・
食
の
文
化
祭

あ
な
た
が
子
や
孫
に
残
し
た
い

霧
島
の
食
は
何
で
す
か
。
家
庭
料

理
大
集
合
を
は
じ
め
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
直
伝
レ
シ
ピ
、
ア
レ
ル

ギ
ー
に
関
す
る
展
示
、
霧
島
の
食

と
農
の
体
験
な
ど
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
27
日（
日
）
午
前

10
時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
霧
島
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
霧
島
田
口
５
０
０
）

⃝
�

入
場
料
＝
無
料

◎�

�問
＝
霧
島
食
育
研
究
会【
千
葉
】

☎
０
９
０（
４
９
８
２
）８
８
９

８

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先提 応

乾燥

アイロン

漂白

クリーニング

家庭洗濯

５
つ
の
基
本
の
記
号

家庭料理や郷土料理に見入る参加者
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⃝
 

申
込
方
法
＝
往
復
は
が
き
（
１

講
座
１
枚
）
に
講
座
番
号
、
講

座
名
、
住
所
、
氏
名
、
電
話
番

号
を
記
入
し
郵
送

⃝
�

受
講
決
定
＝
は
が
き
で
通
知

◎�

�問・�申
＝
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎（
64
）０
９
１
９
、
〒
８
９
９

－
４
３
９
４
国
分
中
央
三
丁
目

45
－
１

サ
ン・
あ
も
り
主
催
講
座

◎�

�問・�申
＝
サ
ン・
あ
も
り
☎（
43
）

３
３
７
３

募
　
集

平
成
29
年
度
市
民
活
動

支
援
事
業
の
補
助
事
業
を

募
集市

で
は
、
市
民
グ
ル
ー
プ
が
自

ら
企
画
・
提
案
・
実
施
す
る
公
益

的
な
事
業
を
募
集
し
、
そ
の
経
費

の
一
部
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
問
い
合
わ
せ
る
か
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
募
集
要
項

（
共
生
協
働
推
進
課
、
隼
人
地
域

振
興
課
、
各
総
合
支
所
地
域
振
興

課
に
設
置
）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

⃝
�

応
募
で
き
る
団
体
＝
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
団
体
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
な
ど
の

市
民
グ
ル
ー
プ

⃝
�

対
象
事
業
＝
地
域
の
課
題
解
決

に
向
け
た
公
益
的
な
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
活
動

⃝
�

補
助
金
額
＝
対
象
経
費
の
３
分

の
２
以
内
で
50
万
円
を
上
限

⃝
�

審
査
方
法
＝
書
類
・
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
審
査

⃝
�

申
込
方
法
＝
応
募
書
類
を
記
入

し
、
直
接
ま
た
は
郵
送
（
消
印

有
効
）

⃝
�

募
集
期
間
＝
11
月
21
日（
月
）～

12
月
22
日（
木
）

■
事
業
説
明
会

応
募
を
検
討
し
て
い
る
団
体
を

対
象
に
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

申
し
込
み
の
上
、
参
加
く
だ
さ
い
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
20
日（
日
）午
前
10

時
～
11
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
庁
舎
４
０
１
会
議

室
◎�

�問・�申
＝
共
生
協
働
推
進
課
☎

（
64
）０
９
８
８

メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

主
催
講
座

⃝
�

定
員
＝
各
講
座
20
人
（
申
し
込

み
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

※　  ＝「健康マイレージ」対象の事業（20歳以上が対象）
健康マイレージについての問い合わせは、健康増進課健康づくり推進室 ☎（64）0905

※ ＝問い合わせ先　 ＝申し込み先 ＝提出先 ＝応募先

の
場
合
は
抽
選
）

⃝
�

参
加
料
＝
３
０
０
円

⃝
 

申
込
方
法
＝
電
話

⃝
�

申
込
期
限
＝
12
月
２
日（
金
）

◎�

�問・�申
＝
文
化
振
興
課
☎（
42
）

１
１
１
９

親
子
の
食
育
教
室

食
生
活
改
善
推
進
員
と
一
緒
に

親
子
で
豚
汁
な
ど
を
作
っ
て
み
ま

せ
ん
か
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
18
日（
日
）午
前
10

時
～
午
後
１
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
調
理
講
義

室
・
調
理
実
習
室

⃝
�

対
象
＝
小
学
１
・
２
年
生
と
そ

の
保
護
者

⃝
�

準
備
＝
エ
プ
ロ
ン
、三
角
巾（
バ

ン
ダ
ナ
）、
ス
リ
ッ
パ
、
筆
記

用
具

⃝
�

定
員
＝
先
着
親
子
25
組

⃝
�

参
加
料
＝
無
料

⃝
�

申
込
方
法
＝
電
話

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
30
日（
水
）

◎�

�問・�申
＝
健
康
増
進
課
☎（
64
）

０
９
０
５

森
で
過
ご
す

癒
や
し
の
休
日　
霧
島

森
林
セ
ラ
ピ
ー
ウ
オ
ー
ク
や
ヨ

ガ
、
音
楽
鑑
賞
を
行
い
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
土
）午
前
９

時
～
午
後
３
時

⃝
 

集
合
場
所
＝
牧
園
Ｂ
＆
Ｇ
海
洋

セ
ン
タ
ー

⃝
�

定
員
＝
先
着
40
人

⃝
�

参
加
料
＝
１
５
０
０
円
（
昼
食
、

保
険
料
な
ど
含
む
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
申
込
用
紙
に
必
要

事
項
を
記
入
し
、
直
接
ま
た
は

電
話
、
フ
ァ
ク
ス

⃝
�

申
込
用
紙
配
布
場
所
＝
観
光
課
、

各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
ま
た

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド

◎�

�問・�申
＝
観
光
課
☎（
64
）０
８

９
５
、
℻（
64
）０
９
５
８

相
　
談

全
国
一
斉
「
女
性
の
人
権

ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」
強
化
週
間

法
務
局
職
員
や
人
権
擁
護
委
員

が
、
夫
や
恋
人
か
ら
の
暴
力
、
職

場
で
の
セ
ク
ハ
ラ
、
ス
ト
ー
カ
ー

行
為
な
ど
女
性
を
め
ぐ
る
人
権
問

題
に
つ
い
て
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
相
談
無
料
）

⃝
 

相
談
電
話
番
号
＝
☎
０
５
７
０

（
０
７
０
）
８
１
０

⃝
 

日
時
＝
11
月
14
日（
月
）～
20
日

（
日
）【
平
日
】
午
前
８
時
30
分

～
午
後
７
時
、【
土
日
】
午
前

10
時
～
午
後
５
時

◎�
�問
＝
鹿
児
島
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課
☎
０
９
９（
２
５
９
）０

６
８
４

借
金
・
債
務
整
理
に

関
す
る
無
料
法
律
相
談
会

弁
護
士
や
司
法
書
士
が
借
金
や

多
重
債
務
な
ど
の
相
談
に
応
じ
ま

す
。
保
健
師
に
よ
る
心
の
悩
み
に

関
す
る
相
談
も
で
き
ま
す
。
原
則
、

事
前
予
約
制
で
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
６
日（
火
）午
後
１

時
～
４
時

⃝
�

場
所
＝
国
分
公
民
館
大
研
修
室

◎�

�問・�申
＝
県
消
費
者
行
政
推
進

室
☎
０
９
９（
２
８
６
）２
５
３

３不
動
産
相
談
会

弁
護
士
や
税
理
士
、
司
法
書
士
、

土
地
家
屋
調
査
士
、
宅
地
建
物
取

引
業
協
会
相
談
員
が
不
動
産
に
関

す
る
相
談
に
応
じ
ま
す
。（
相
談

無
料
）

⃝
�

日
時
＝
11
月
24
日（
木
）午
前
10

時
～
午
後
３
時

⃝
�

場
所
＝
サ
ン
・
あ
も
り

◎�

�問
＝
県
宅
地
建
物
取
引
業
協
会

姶
良
伊
佐
支
部
☎（
48
）７
８
６
０

シ
ル
バ
ー
観
光
ガ
イ
ド

国
分
史
跡
巡
り

舞
鶴
城
跡
や
大
隅
国
分
寺
跡
、

金こ
ん

剛ご
う

寺
、
遠お

ん

寿じ
ゅ

寺
な
ど
を
巡
り
ま

す
。

⃝
�

日
時
＝
11
月
26
日（
土
）午
前
９

時
15
分
～
正
午

⃝
�

定
員
＝
先
着
20
人

⃝
�

参
加
料
＝
５
０
０
円
（
お
茶
、

保
険
代
含
む
）

⃝
�

申
込
方
法
＝
住
所
、
氏
名
、
電

話
番
号
を
電
話
か
フ
ァ
ク
ス

⃝
�

申
込
期
限
＝
11
月
21
日（
月
）

◎�

�問・�申
＝
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
☎（
42
）８
５
８
５
、
℻

（
42
）８
８
８
６

郷
土
館
め
ぐ
り

「
霧
島
の
山
岳
信
仰
」

霧
島
の
山
岳
信
仰
に
つ
い
て
の

講
義
や
霧
島
歴
史
民
俗
資
料
館
の

展
示
資
料
の
解
説
な
ど
を
し
ま
す
。

⃝
�

日
時
＝
12
月
17
日（
土
）午
前
10

時
～
正
午

⃝
�

場
所
＝
霧
島
歴
史
民
俗
資
料
館

（
霧
島
田
口
１
４
８
－
１
）

⃝
�

定
員
＝
40
人
（
申
し
込
み
多
数

提 応

国
際
交
流
員
と
交
流
し
よ
う

コース名 内　　　容 日　　時 場　所 定員 受講料 申込期限

中国語教室 スポーツに関する言葉や表現を学びま
す。

12/1（木）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
小研修室

先
着
15
人

無料 11/29（火）

韓国語教室 新年のあいさつを韓国語で覚えます。 12/8（木）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料 12/6（火）

English
Hour

自分に合ったレベルで、楽しく英語で会
話します。※参加は１人１つのレベルに
限ります。

初級　12/12（月）
18：00 ～ 19：00

中級　12/12（月）
19：10 ～ 20：10

上級　12/19（月）
18：30 ～ 19：30

国分公民館
中研修室 無料

初・中級
12/8（木）

上級
12/15（木）

国際交流
お菓子作り

アメリカのクリスマス菓子の定番「ジン
ジャークッキー」を作ります。

12/13（火）
14：30 ～ 16：30

国分公民館
調理講義室 400円 12/6（火）

英語で
ティータイム

英語で異文化交流します。※参加は英語
初級レベル以上の人に限ります。

12/14（水）
14：00 ～ 15：00

国分公民館
調理講義室 無料 12/13（火）

韓国
カルチャー体験

お年玉入れとしても使える「ポクチュモ
ニ（福巾着）」をフェルトで作ります。

12/20（火）
14：00 ～ 16：00

国分公民館
調理講義室 250円 12/14（水）

◦対象＝市民　※電話か市ホームページから申し込みください。※キャンセルの場合、前日までに連絡ください。
��問・�申＝企画政策課 ☎（64）0914

講座
番号 講　座　名 日　　時 受講料 申込期限

（必着）

17 スマホタブレット
基礎講座（android）

12/6（火）、7（水）
9:30 ～ 15:30 1,000円 11/22

（火）

54 パソコン移動講座
（溝辺地区）

12/9（金）
13:30 ～ 16:30 500円 11/25

（金）

34
仕事に役立つワード
ステップアップ
基礎講座

12/13（火）、14（水）
18:30 ～ 20:30 500円 11/29

（火）

※ 17、34 は、メディアセンターで、54 は溝辺公民館で実施します。

講座名 日　　時 定　員 受講料 受付開始

ハタヨガ
初級クラス

12/6 ～ 2/28
（全て火曜・全10回）
19：30～ 20：40

先着
21人 4,500円 11/15（火）

たのしい
骨盤体操

12/7 ～ 2/15
（全て水曜・全８回）
19：00～ 19：50

先着
30人 3,500円 11/ 8(火)

スロー・
フローヨガ

12/7 ～ 2/22
（全て水曜・全10回）
19：30～ 20：40

先着
21人 4,500円 11/15（火）

北姶良森林組合 姶良西部森林組合
定員 1人 1人

条件

◦ 平成28年12月1日現在、
高校卒業以上30歳まで。

◦ 原則、牧園町、横川町、
湧水町に居住している
こと。

◦ 12/1（木）から就労可能
であること。

◦ 給与、賞与、手当ては
当組合規定による。

◦ 健康保険、年金、雇用
保険、退職金制度あり。

（試用期間を除く）

◦ 平成28年12月1日現在、
高校卒業以上30歳まで。

◦ 原則、溝辺町、姶良市
に居住していること。

◦ 12/1（木）から就労可能
であること。

◦ 給与、賞与、手当ては
当組合規定による。

◦ 健康保険、年金、雇用
保険、退職金制度あり。

（試用期間を除く）

申込方法 履歴書と健康診断書を提出 履歴書と健康診断書を提出

申込期限 11/15（火）17：00 11/15（火）17：00

問い合
わせ・

申し込み
先

〒899-6201
姶良郡湧水町木場149-6
北姶良森林組合
☎（74）2130

〒899-5412
姶良市三拾町1371-6
姶良西部森林組合
☎（67）0588

森林組合林業技術員を募集します（経験不問）
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環霧島・錦江湾奥イベント情報

読者の皆さんからの声を伝えるコーナーです。本誌への感想、霧島
市への思いなど、たくさんの声をお寄せください。お便りは綴じ込み
のはがき、ファクス（0995－64－0934）、携帯電話やスマートフォンは
右の２次元コード、パソコンは市ホームページからお送りください。

読者
の声

c
o

m
m

u
n

i
t

y

私
た
ち
夫
婦
は
子
ど
も
た
ち

が
寝
た
後
、
二
人
で
飲
む

焼
酎
に
癒
や
さ
れ
て
い
ま
す
。
バ

タ
バ
タ
過
ぎ
る
毎
日
に
「
ご
苦
労

さ
ま
で
し
た
」
と
。
広
報
誌
に
“
焼

酎
は
最
高
の
お
も
て
な
し
”
と
書

い
て
あ
り
ま
し
た
が
、
ま
さ
に
そ
う

で
す
ね
。
い
つ
も
は
忙
し
く
会
話

も
少
な
く
な
り
が
ち
で
す
が
、
焼

酎
の
力
を
借
り
た
時
は
熱
く
語
っ

て
し
ま
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
。
鹿

児
島
人
で
良
か
っ
た
と
感
謝
で
す
。

（
じ
だ
ま
29
歳
女
性
）

●

ご
夫
婦
で
ダ
レ
ヤ
メ
、
い
い
で

す
ね
。
10
月
は
焼
酎
特
集
、
プ
レ

ゼ
ン
ト
も
焼
酎
。
今
回
は
男
性
か

ら
も
た
く
さ
ん
の
お
便
り
を
い
た

だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

毎
月
広
報
誌
が
届
く
の
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。
表

紙
に
は
季
節
を
感
じ
ら
れ
る
写
真
。

10
月
は
私
の
大
好
き
な
コ
ス
モ
ス
で

し
た
。
最
近
、
雨
が
多
か
っ
た
り
急

に
寒
く
な
っ
た
り
し
て
気
持
ち
も

晴
れ
な
い
中
、
と
て
も
う
れ
し
か
っ

た
で
す
。
主
人
を
誘
っ
て
コ
ス
モ
ス

を
見
に
出
掛
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
Ｋ
Ｋ
65
歳
女
性
）●

市
内
に
は
、
ほ
か
に
も
コ
ス
モ

ス
の
見
ど
こ
ろ
が
た
く
さ
ん
あ
り

ま
す
。
来
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
な
ど
で
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

10
月
に
大
阪
で
関
西
圏
霧
島

市
ふ
る
さ
と
会
が
開
催
さ

れ
２
１
０
人
が
参
加
。
食
べ
て
飲
ん

で
か
ご
っ
ま
弁
で
語
り
、
お
は
ら
節

を
踊
っ
て
最
高
の
盛
り
上
が
り
で
し

た
。
大
阪
で
は
４
月
に
京
セ
ラ
ド
ー

ム
で
鹿
児
島
フ
ァ
ン
デ
ー
、
秋
に
は

霧
島
市
ふ
る
さ
と
会
が
あ
り
、
何

十
年
振
り
か
の
再
会
も
あ
り
ま
す
。

霧
島
市
出
身
で
関
西
地
方
に
お
住

ま
い
の
知
人
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
、

ぜ
ひ
教
え
て
あ
げ
て
く
だ
さ
い
。

（
む
ら
さ
ん
79
歳
男
性
）

●

霧
島
市
の
ふ
る
さ
と
会
に
関
す

る
情
報
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

紹
介
し
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
秘

書
広
報
課
（
☎
64
－
０
９
５
５
）

へ
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

平
成
30
年
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド

ラ
マ
は
西
郷
隆
盛
。
小
さ

い
頃
か
ら
知
っ
て
い
る
遺
訓
は
「
敬

天
愛
人
」。
プ
ロ
野
球
広
島
東
洋

カ
ー
プ
の
黒
田
博
樹
投
手
の
座
右

の
銘
は
西
郷
の
「
耐
雪
梅
花
麗
（
雪

に
耐
え
て
梅
花
麗う

る
わし
）」。
苦
難
に

耐
え
て
試
練
を
乗
り
越
え
れ
ば
大

き
く
見
事
な
成
長
が
待
っ
て
い
る

と
い
う
意
味
だ
そ
う
で
す
。
西
郷

の
偉
大
さ
を
感
じ
、
人
生
の
指
針

と
し
た
い
座
右
の
銘
で
す
。
く
し

く
も
、
こ
の
お
便
り
を
書
い
た
日
、

黒
田
投
手
が
引
退
を
発
表
し
ま
し

た
。（
霧
島
人
64
歳
男
性
）

●

龍
馬
伝
の
霧
島
ロ
ケ
か
ら
６
年
。

西
郷
ど
ん
と
の
関
係
も
深
い
霧
島
。

“
郷
土
史
へ
の
扉
”
は
今
月
か
ら

西
郷
ど
ん
シ
リ
ー
ズ
で
す
。
必
見
。

広
報
誌
に
掲
載
さ
れ
て
い
た

思
い
出
の
味
「
大
学
い
も
」

を
作
っ
て
み
ま
し
た
。
と
て
も
お
い

し
か
っ
た
で
す
。
読
者
の
声
も
毎

池田岸子さん（国分）

⃝  日時＝12月4日（日）午前9時～午後2時
⃝  場所＝旧大野小中学校体育館（田神

3754）
⃝  内容＝大野地区特産品による物産展など
＝大野地区公民館別館

　　☎0994（32）0156

⃝  日時＝11月23日（水・祝）午後１時から
⃝  場所＝住吉神社（末吉町二之方3995-1）
⃝  内容＝住吉神社神事、県無形民俗文化

財の流鏑馬、甘酒やこんにゃくの振る
舞いなど
＝曽於市社会教育課 ☎099（482）5958

第７回大
う の ば い

野原いきいき祭り 住吉神社・流
や ぶ さ め

鏑馬垂水市 曽於市

※環霧島会議とは、霧島山を取り巻く鹿児島・宮崎両県の５市２町で構  成され、県境を越えて連携し地域活性化を図ります。錦江湾奥会議とは、錦江湾奥部に位置する鹿児島市、姶良市、垂水市、霧島市の４市が、行政区を越えて連携し、地域活性化を図ります。

※環霧島会議と錦江湾奥会議を構成するまちの  お祭りやイベントの最新情報をいち早くキャッチ。お好みのイベントを探して、出掛けてみませんか。

2016.11

Readers
Voice

月
楽
し
み
で
す
。
私
も
74
歳
に
な

り
、
先
が
な
い
の
で
何
を
す
る
に

も
諦
め
て
い
ま
し
た
が
、
い
ろ
い
ろ

な
人
の
意
見
を
読
み
、
ま
だ
自
分

に
も
で
き
る
こ
と
が
あ
る
と
元
気

を
も
ら
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
頑

張
っ
て
み
ま
す
。（
溝
辺
Ｍ
74
歳
女
性
）

●

お
役
に
立
た
て
て
う
れ
し
い
で

す
。
読
者
の
声
の
コ
ー
ナ
ー
は
市

民
の
皆
さ
ん
の
交
流
の
場
。
こ
れ

か
ら
も
お
便
り
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
ね
。

東
京
か
ら
霧
島
に
引
っ
越
し
て

３
年
。
母
か
ら
「
田
舎
暮
ら

し
な
ん
て
今
さ
ら
無
理
で
し
ょ
」
と

言
わ
れ
ま
し
た
が
、
す
っ
か
り
霧
島

に
根
付
き
ま
し
た
。
空
気
も
水
も
お

い
し
く
て
、
自
然
が
い
っ
ぱ
い
で
温

泉
も
豊
富
。
何
よ
り
感
じ
る
の
は
地

元
の
皆
さ
ん
が
こ
の
ま
ち
と
文
化
を

心
か
ら
愛
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で

す
。
い
ろ
い
ろ
と
教
え
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
の
顔
は
、
ど
こ
か
誇
ら
し
気

で
う
れ
し
そ
う
。
私
も
い
つ
か
仲
間

入
り
で
き
る
で
し
ょ
う
か
。
今
で
は

広
報
誌
の
絵
は
が
き
を
東
京
に
い
る

母
が
毎
月
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

（
花
散
里
54
歳
女
性
）

●

霧
島
を
移
住
の
地
に
選
ん
で
く

だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

霧
島
を
愛
し
て
い
た
だ
き
３
年
。

す
で
に
お
仲
間
で
す
よ
。

９
月
の
連
休
に
長
男
家
族
が

初
孫
を
連
れ
て
帰
省
す
る

こ
と
に
。
長
男
か
ら
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
が
借
り
ら
れ
る
の
か
を
聞

か
れ
即
答
で
き
ず
、
調
べ
る
と
市

の
こ
ど
も
セ
ン
タ
ー
で
借
り
ら
れ
る

こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。
お
か
げ
さ

ま
で
安
心
し
て
楽
し
い
連
休
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
Ｎ
子
59

歳
女
性
）

●

国
分
福
島
に
あ
る
、
こ
ど
も
セ

ン
タ
ー
（
☎
45
－
４
９
２
０
）
の

ほ
か
、
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課

で
も
貸
し
出
し
て
い
ま
す
。

キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー
の
動
画

を
拝
見
し
ま
し
た
。
素
晴

ら
し
い
出
来
栄
え
。
霧
島
市
民
の
一

人
と
し
て
本
当
に
誇
ら
し
く
、
す

て
き
な
動
画
に
感
動
し
ま
し
た
。

あ
え
て
拡
散
「
市
内
」
と
い
う
タ

イ
ト
ル
に
、
に
や
に
や
し
て
し
ま
い

ま
し
た
が
、
し
っ
か
り
拡
散
し
ま
し

た
。
市
民
の
一
人
と
し
て
、
企
画
し

伝
っ
て
く
れ
た
青
年
に
「
キ
リ
シ

マ
イ
ス
タ
ー
」
を
送
り
ま
す
。

65
回
目
の
誕
生
日
、
今
年
は

ち
ょ
う
ど
そ
の
日
に
中
秋

名
月
高
千
穂
満
月
登
山
が
企
画
さ

れ
て
い
る
こ
と
を
知
り
、
初
参
加
。

登
山
開
始
後
に
雨
が
強
く
な
り
残

念
な
が
ら
途
中
で
下
山
。
そ
れ
で

も
同
行
の
皆
さ
ん
と
の
会
話
は
楽

し
く
、
下
山
後
に
は
温
か
い
お
茶

や
月
見
団
子
、
さ
ら
に
私
に
は
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
の
進
呈
と
い
う

サ
プ
ラ
イ
ズ
に
驚
き
ま
し
た
。
満

月
は
見
ら
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
素

晴
ら
し
い
企
画
と
ス
タ
ッ
フ
の
お
も

て
な
し
の
気
持
ち
が
何
よ
り
の
誕

生
日
プ
レ
ゼ
ン
ト
で
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。（
ｍ
・
ｋ
ｏ
ｒ

ｉ
65
歳
男
性
）

●

特
別
な
誕
生
日
に
な
り
ま
し
た

ね
。
高
千
穂
峰
の
山
頂
か
ら
見
る

中
秋
の
名
月
。
来
年
の
秋
が
待
ち

遠
し
い
で
す
ね
。

こ
の
ほ
か
63
通
の
お
便
り
を
い

た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
文
章
は
紙
面
の
都
合
上
、
訂

正
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り

ま
す
の
で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

て
く
だ
さ
っ
た
市
役
所
の
皆
さ
ん

に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。（
ハ
リ
ー

ち
ゃ
ん
53
歳
女
性
）●

動
画
拡
散
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。「
人
も
ま
ち
も
、褒
め
れ
ば

育
つ
キ
リ
シ
マ
イ
ス
タ
ー
制
度
」。

霧
島
市
の
新
た
な
取
り
組
み
は
、

広
報
き
り
し
ま
９
月
号
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

一
年
前
、
稲
わ
ら
を
ト
ラ
ッ

ク
で
運
ん
で
い
ま
し
た
。

す
っ
か
り
暗
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
頃
、

突
然
荷
崩
れ
し
て
し
ま
い
、
道
路

に
散
乱
。
途
方
に
暮
れ
て
い
た
と

こ
ろ
、
一
台
の
車
が
止
ま
り
ま
し
た
。

「
大
丈
夫
で
す
か
」
と
青
年
が
声
を

掛
け
て
く
だ
さ
り
、
わ
ら
を
ト
ラ
ッ

ク
に
積
み
込
み
始
め
ま
し
た
。「
汚

れ
る
か
ら
い
い
で
す
よ
」
と
言
う
と
、

「
大
丈
夫
で
す
よ
」
と
最
後
ま
で
手

伝
っ
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
世
の
中
、

捨
て
た
も
の
じ
ゃ
な
い
と
本
当
に

感
謝
で
し
た
。
手
伝
っ
て
く
れ
た

青
年
に
心
か
ら
あ
り
が
と
う
の
気

持
ち
を
伝
え
た
い
で
す
。（
霧
島
Ｈ

52
歳
女
性
）

●

大
変
な
思
い
を
さ
れ
た
の
で
す

ね
。
や
さ
し
い
言
葉
を
掛
け
て
手

⃝  日時＝11月27日（日）午前９時～午後３時
⃝ 場所＝ 蒲 生 八 幡 神 社（蒲 生 町 上 久 徳

2259-1）ほか
⃝  内容＝アイガモレースや牛肉の即売会、

韓国の伝統芸能など
＝�事務局（蒲生総合支所内）☎（52）1211

日本一大楠どんと秋祭り姶良市
⃝  日時＝11月20日（日）午前10時～午後３時
⃝  場所＝都市農業センター（犬迫町4705）
⃝  内容＝農林水産物販売・抽選会、餅つ

き体験など、第45回ふるさと芸能祭も
同時開催
＝サンサンコールかごしま  ☎099（808）3333

農林水産秋まつり鹿児島市
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〈随ずいそう想〉

※読者プレゼントを提供してくださる方を募集しています。秘書広報課広報広聴グループ☎（64）0955 までご連絡ください。

攻
め
の
農
業
へ
の
対
応

市
長
コ
ラ
ム

前
田
終
止

現
在
、
国
会
で
大
い
に
議
論

さ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
対
応
。

日
本
の
農
林
水
産
業
を
守
り
つ

つ
も
、
世
界
的
な
和
食
ブ
ー
ム

の
時
流
を
し
っ
か
り
と
捉
え
、

魅
力
あ
る
本
市
の
食
材
や
加
工

品
を
売
り
込
ん
で
い
く
「
攻
め

の
農
業
」
の
さ
ら
な
る
加
速
化

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

昨
年
秋
、
県
市
長
会
主
催
の

豪
州
研
修
視
察
に
参
加
し
、
豪

州
産
和
牛
の
世
界
戦
略
を
目
の

当
た
り
に
し
ま
し
た
。
帰
国
後
、

早
速
、
県
や
農
業
関
係
者
と
情

報
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る
と

県
市
長
会
に
提
案
。
先
月
、
豪

州
の
畜
産
農
家
や
レ
ス
ト
ラ
ン

経
営
の
リ
ー
ダ
ー
を
鹿
児
島
市

に
招
い
て
研
修
会
が
実
現
し
ま

し
た
。「
日
本
の
安
心
・
安
全

で
優
れ
た
食
材
は
海
外
で
の
需

要
が
高
く
、
販
路
を
拡
大
し
て

い
く
た
め
に
は
輸
出
国
の
食
文

化
の
研
究
が
必
要
で
す
。
信
頼

で
き
る
料
理
人
に
工
夫
を
凝
ら

し
て
も
ら
い
、
付
加
価
値
を
高

め
て
提
供
す
る
『
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
』
が
重
要
」
な
ど
と
訴
え

ら
れ
ま
し
た
。

攻
め
の
農
業
を
進
め
る
た
め
、

本
市
の
食
材
や
加
工
品
を
ど
の

国
の
ど
の
よ
う
な
お
客
様
に
ど

の
よ
う
に
提
供
す
る
か
と
い
う

海
外
販
売
促
進
戦
略
を
官
民
一

体
で
構
築
し
て
ま
い
り
ま
す
。

◎人口／126,552人（＋1）
男性／ 60,737人（＋5）
女性／ 65,815人（－4）
出生 92人／死亡120人
転入375人／転出338人
◎世帯数／59,948世帯（＋24）

（平成28年10月１日現在）

ED
IT

O
R

'S

実は若い頃、天文館で路上演奏をしていた私。リンクの桑幡さんと
昔話に花が咲きました。路上で出会う酔っ払い、冷やかし、寂し

がり屋、常連さんたち。良くも悪くも１曲分の心の交流が懐かしい。「人
の心を救うこともある」。そう聞けて私も少し誇らしくなりました（川床）

随想の撮影で出会ったタクシー乗務員の竹山さん。神社が大好きで
プライベートでは県外まで訪れるそう。市内の神社や日本の神話な

ど分かりやすい説明で初めて聞く話ばかり。とても勉強になりました。私
は竹山さんを「神社マイスター（★７つ）」に認定したいと思います（土井）

秋といえば何を思い浮かべますか。食欲、読書、紅葉、芸術、スポー
ツ、行楽などなど。これから霧島は紅葉シーズンに突入。イベン

トがめじろ押しです。霧島のいろいろな場所に出掛け、なかなか上達し
ない写真を通して新たな魅力を再発見し、広報・PRしていきます（木原）

今月もたくさんのお便りをいただき感謝。「夫婦で焼酎を飲みたい」「プ
レゼントを当てて夫のうれしい顔が見たい」など、ほほ笑ましい内

容も。全てを掲載できないのが残念。読者の声が２ページもある自治
体は珍しい。広報きりしまはこれからも市民の皆さまと共に（上小園）

霧島市ホームページ

◎ 「広報きりしま」にお便りをくださった方の中から霧島菓子処 森
もり

三
ぞう

より「商品券1,000円分」を
15人にプレゼント。応募締め切りは11月21日（月）当日消印有効です。

※当選の発表は、賞品の発送を持ってかえさせていただきます。

今月の表紙

← 市ホームページから
もプレゼントの申し
込みができます。

思い出の味で取材した廣松さん。案
内してくれた自宅横の雑木林には40本
ほどのクヌギの原木が。そこに生えてい
たのは無数のシイタケ。おいしさが伝
わればと、食欲をそそる肉厚のかさを
アップで撮りました。霧島市は原木シ
イタケの生産量が県内一。市内の店
頭などに並びますのでぜひお試しくださ
い。そのシイタケを使った産学官連携
による商品開発も進んでいます。霧島
の森の恵みが続 と々芽吹きます（川床）

森の恵み、続々と
（霧島田口）

10月19日　午前11時20分

【撮影データ】

デジタルカメラ　レンズ17 ～ 55㎜
F2.8　1/200s　 F4.5　 ISO1000

霧
島
へ
来
て
、
陶
芸
の
勉
強
を
し

て
い
ま
す
。
霧
島
の
自
然
や
人
の

温
か
さ
が
好
き
と
い
う
友
達
の
話

は
、
あ
ら
た
め
て
霧
島
の
良
さ
を

気
付
か
せ
て
く
れ
ま
す
。

霧
島
市
に
カ
フ
ェ
兼
雑
貨
屋
を

開
い
た
友
達
は
、
自
分
の
目
で
見

て
本
当
に
い
い
と
思
っ
た
霧
島
の

安
心
・
安
全
な
食
材
や
作
品
を
発

信
。
そ
ん
な
彼
女
は
霧
島
の
誇
り

だ
と
思
い
ま
す
。

地
元
の
物
産
館
に
勤
め
る
友
達

は
、
旬
の
野
菜
を
教
え
て
く
れ
、

加
工
品
作
り
を
通
し
て
地
産
地
消

に
貢
献
。
地
域
の
イ
ベ
ン
ト
な
ど

を
手
伝
う
姿
に
、
同
じ
母
親
と
し

て
元
気
や
勇
気
を
も
ら
っ
て
い
ま

す
。霧

島
市
の
人
、
物
、
自
然
、
場

所
な
ど
を
多
方
面
に
わ
た
り
紹
介

す
る
『
広
報
き
り
し
ま
』
は
、
大

切
な
情
報
源
で
す
。
学
生
が
夢
を

追
う
姿
や
、
同
世
代
が
霧
島
を
盛

り
上
げ
る
姿
、
地
域
の
先
輩
方
が

伝
統
を
受
け
継
ぐ
姿
は
霧
島
が
生

み
出
し
た
財
産
だ
と
感
じ
ま
す
。

就
職
や
結
婚
で
霧
島
を
離
れ
た

友
達
も
た
く
さ
ん
い
ま
す
が
、
霧

島
市
を
懐
か
し
む
話
を
聞
く
と
、

ど
ん
な
に
離
れ
て
い
て
も
地
元
を

思
う
心
は
み
ん
な
一
緒
だ
と
思
い

ま
し
た
。

霧
島
市
が
み
ん
な
に
と
っ
て
も
、

家
族
に
と
っ
て
も
、
帰
っ
て
来
た

と
き
に
ほ
っ
と
一
息
つ
け
る
場
所
、

笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
ふ
る
さ
と
で

あ
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
霧
島
を
大
事

に
思
い
、
大
切
な
誰
か
を
思
い
、

そ
ん
な
一
人
一
人
の
心
の
重
な
り

が
温
か
い
ふ
る
さ
と
を
つ
く
っ
て

Profile

出会いの軌跡へ感謝を込めて
◎三腰		静香

横
川
町
出
身
の
私
は
高
校
卒
業

後
、
霧
島
市
の
企
業
に
就
職
し
、

結
婚
・
出
産
、
子
育
て
を
経
験
し

て
き
ま
し
た
。

現
在
は
タ
ク
シ
ー
会
社
の
事
務

に
勤
め
て
６
年
に
な
り
ま
す
。
霧

島
の
観
光
名
所
、
地
域
の
特
色
な

ど
を
知
り
尽
く
し
た
乗
務
員
の
皆

さ
ん
に
、
霧
島
市
の
自
然
が
生
み

出
す
美
し
さ
や
歴
史
、
魅
力
を
た

く
さ
ん
教
わ
り
ま
し
た
。

私
の
子
ど
も
は
上
小
川
児
童
ク

ラ
ブ
に
通
い
、
鬼
火
た
き
な
ど
地

域
の
行
事
に
も
参
加
し
て
い
ま
す
。

民
生
委
員
の
方
や
学
校
の
先
生
が

子
ど
も
の
成
長
を
願
い
、
わ
が
子

の
よ
う
に
温
か
く
叱
り
褒
め
て
く

れ
、
い
つ
も
助
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

小
学
校
で
は
育
成
連
絡
会
の
会

員
の
皆
さ
ん
が
校
区
内
外
で
、
登

下
校
中
の
見
守
り
や
声
掛
け
な
ど

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
安

心
し
て
生
活
で
き
て
い
る
の
も
、

地
域
の
皆
さ
ん
の
優
し
さ
に
支
え

ら
れ
て
い
る
か
ら
だ
と
気
付
き
ま

し
た
。

霧
島
の
魅
力
を
友
達
や
広
報
誌

か
ら
学
ぶ
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

県
外
出
身
の
友
達
は
縁
あ
っ
て

い
く
の
だ
と
思
う
と
、
私
も
何
か

一
歩
踏
み
出
そ
う
と
い
う
力
が
湧

い
て
き
ま
す
。

い
つ
か
大
人
に
な
っ
た
子
ど
も

が
「
霧
島
が
大
好
き
」
と
言
っ
て

く
れ
る
よ
う
に
、
幅
広
い
世
代
の

力
を
子
の
世
代
へ
と
バ
ト
ン
を
つ

な
ぎ
、
深
い
絆
で
結
ば
れ
る
。
そ

ん
な
関
係
が
築
け
る
霧
島
で
あ
っ

て
ほ
し
い
と
心
か
ら
願
っ
て
い
ま

す
。さ

ま
ざ
ま
な
人
と
の
出
会
い
は

私
の
元
気
の
源
。
こ
ん
な
す
て
き

な
場
所
が
私
の
自
慢
の
ふ
る
さ
と

と
胸
を
張
っ
て
言
え
る
よ
う
感
謝

を
忘
れ
ず
、
今
日
も
前
を
向
い
て

頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

職
場
で
霧
島
市
の
魅
力
を
教
わ
り

目
を
輝
か
せ
る
三
腰
さ
ん

みこし しずか（30）

横川町出身。高校卒業後は
ホテル京セラなどに勤務。
21歳のときに結婚。平成
22年から市内のタクシー
会社に勤務、子育てと両
立する。小学３年と保育
園の子どもと市内の公園
を巡るのが好き。国分在住。

鹿児島県では、毎月19日を「育児の日」として、妊婦さん
や子どもがいる家庭を応援する取り組みを進めています。

家庭・地域・職場で子育てを応援しましょう

�問＝子育て支援課 ☎（64）0991

・早めに帰宅し、家族そろって食事をしましょう。
・子どもと一緒にお風呂に入りましょう。
・子どもに本を読み聞かせてあげましょう。
・ 交通事故や犯罪に遭わないよう、子どもたちの安全を見守りましょう。 
・乳幼児を連れた人や妊婦さんに席を譲りましょう。
・ 子どもたちに自然や地域の伝統を生かした体験をさせましょう。
・ノー残業デーを設けましょう。 
・年休取得促進日を設けましょう。
・ 子どもたちが職場を見学する機会を作りましょう。

家庭で

地域で

職場で

11PRESENTS
森三はお客様への感謝の気持ちを心に銘じ、夢と感動のある商品を提供
し、地域の皆さまとのふれあいをもとに愛され親しまれるお店を目指してお
ります。
季節の新商品が続々登場。真っ赤なイチゴが目印です。皆さまのご来店を
お待ちしております。

霧島菓子処 森三の商品券（1,000円分）をプレゼント

霧島市国分中央４-8-23　☎（47）7000
営業時間／午前９時～午後８時　元日のみ休み

霧島菓子処 森三  国分中央店

市の情報をタイムリーに
お知らせします。

霧島市公式ツイッター

市ホームページまたは携帯
サイトをご覧いただけます。
ご利用の携帯電話や読み取
りアプリによって表示され
る内容が異なります。
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JAバンク 11.1火▶12.30金
平成28年

WINTER CAMPAIGN 2016

クククク

冬のボーナス他行
満期の預け替えに

1. 貯 金 の 種 類
2. お預け入れ金額
3. お預け入れ期間
4. 金　　　　　利

5.取り扱い対象

（県下統一金利）
満期継続後はその時点の店頭表示
金利が適用されます。
平成25年1月から平成49年
12月までに発生する貯金利息に
は20.315％（国税15.315％、
地方税5％）の税金がかかります。

個人の方で新規に
お預け入れの方に限ります。

スーパー定期
10万円以上
1年（元利金自動継続）

ちょきん
ぐ

★組合員金利は組合加入と同時に適用されます。
　詳しくは窓口にお問い合わせください。

0.1%0.1%
0.05%0.05%組合員様以外

適用金利

組合員様

JAの定期貯金
Ｗ懸賞付定期貯金「貯王」を

新規で20万円以上ご成約の方に嬉しい
Ｗチャンス！

Ｗ懸賞付定期貯金「貯王」を
新規で20万円以上ご成約の方に嬉しい

Ｗチャンス！

「鹿児島農畜産物セット」を
JAあいらで抽選　　　

鹿児島黒牛・黒豚
しゃぶしゃぶセット

※お一人様一回の抽選とさせて頂きます。

※賞品の内容・デザインについては、変更となる場合がありますので、予めご了承ください。

1.抽 　 選 　 券･･･抽選券進呈基準　貯王→20万円以上50万円単位で1枚付与（最高20口まで）
2.抽　 選 　日･･･平成29年1月吉日
3.当選者の発表･･･各支店より、当選者へご連絡致します。
4.期日 前 解約･･･満期前に中途解約された場合は、抽選の権利は無効となる場合があります。

農産加工品
セット

マンゴー・
安納芋セット

100名様 にプレゼント！

す。。す

チャンス

その2

チャンス

その1
「ちょリスマルチ通帳ケース」を
JAあいらで抽選

360名様 にプレゼント！
「ちょリスフェイスタオル」を
JAあいらで

はずれた方にも

1,860名様 にプレゼント！

ボ ナス他行満期の預
け替

6

ナス他行満期の預
け替え

ナス他行満期の預
け替えに

WINTER CAMPAIGN 2016AP IGN 201620
WINTEW TWINTW TETWWW T N 20MPAIGGWWWWWWW

2220
WINWI

他行満期の預け替
えに

A B C

抽
選
に

つ
い
て

霧島市指定金融機関
姶良市指定金融機関
湧水町指定金融機関

届ける安心　広がる笑顔　生まれる信頼
■ 加治木統括支店 ☎63－1133
■ 姶良統括支店 ☎65－3131
■ 蒲生統括支店 ☎52－1135
■ 溝辺統括支店 ☎59－2211

■ 横川統括支店 ☎72－0311
■ 栗野統括支店 ☎74－3151
■ 吉松統括支店 ☎75－2121
■ 牧園統括支店 ☎76－1121

■ 隼人統括支店 ☎42－1121
■ 霧島統括支店 ☎57－1211
■ 国分統括支店 ☎45－1033
■ 福山統括支店 ☎56－2201
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